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2015年に移転新築した弘前工業研究所 昭和初期の県工業試験場

地域とともに　暮らしの身近に研究成果第１回

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所
は

１
９
２
２（
大
正
11
）年
10
月
、
青
森

県
の
産
業
振
興
を
目
的
に
、
県
工
業

試
験
場
と
し
て
弘
前
市
に
設
立
さ

れ
、
２
０
２
２
年
７
月
に
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
る
。

た
だ
、
実
際
に
何
を
や
っ
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い

だ
ろ
う
。
そ
こ
で
初
め
に
、
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
研
究
成
果
を
い

く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

弘
前
工
業
研
究
所
と
い
え
ば「
お

酒
」の
研
究
が
あ
る
。
特
に
歴
史
が

古
い
分
野
で
、
今
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

新
商
品
の
開
発
現
場
で
こ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
弘
工
研
と
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
農
林
総
合
研
究
所

（
黒
石
市
）が
協
力
し
て
開
発
し
た

の
が
、
日
本
酒
の
原
料
と
な
る
酒
米

「
華
想
い
」や「
華
吹
雪
」だ
。「
華
想

い
」は
香
り
高
い
大
吟
醸
な
ど
の
高

級
酒
用
に
、「
華
吹
雪
」は
お
手
軽
価

格
で
買
え
る
、
ふ
く
よ
か
な
味
わ
い

の
純
米
酒
用
に
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
特
徴
を
持
ち
、
現
在
も
県
内
の

酒
造
メ
ー
カ
ー
で
広
く
使
わ
れ
て
い

る
。

県
産
の
日
本
酒
を
買
う
際
に
は
、

い
つ
も
よ
り
ほ
ん
の
少
し
だ
け
、
ラ

ベ
ル
を
注
意
深
く
読
ん
で
ほ
し
い
。

お
酒
の
お
い
し
さ
は
酒
造
メ
ー
カ
ー

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
結
果
だ
が
、

研
究
所
の
陰
な
が
ら
の
支
援
も
見
て

取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

日
々
の
生
活
に
身
近
な
研
究
と
言

え
ば
、
近
年
は
化
粧
品
や
健
康
食
品

な
ど
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

特
に「
健
康
」は
青
森
県
で
は
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
げ
ら
れ
る
。

弘
前
大
学
や
県
な
ど
産
官
学
が
連

携
し
開
発
し
た
サ
ケ
鼻
軟
骨
由
来
の

プ
ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン「
あ
お
も
り
Ｐ

Ｇ
」は
、
一
度
は
テ
レ
ビ
広
告
な
ど

で
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

肌
の
保
湿
や
膝
関
節
の
柔
軟
性
な
ど

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
青
森
県
発
の
機
能

性
素
材
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

こ
の
Ｐ
Ｇ
が
本
県
に
産
業
と
し
て

根
付
く
よ
う
、
弘
前
工
業
研
究
所
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
、
支
援
を
行
っ

て
き
た
。
現
在
も
Ｐ
Ｇ
の
さ
ら
な
る

普
及
や
、
新
し
い
機
能
性
素
材
の
開

発
を
継
続
し
て
い
る
。

今
も
昔
も
、
弘
工
研
は
青
森
県
の

産
業
を
技
術
研
究
や
人
材
育
成
で
支

え
、生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、

縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
。
特
に
行
政
や
大
学
、

産
業
界
と
の
連
携
は
、
長
い
歴
史
が

あ
っ
て
こ
そ
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
だ
。

と
は
い
え
、
縁
の
下
、
そ
れ
も
か
な

り
奥
の
方
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
あ
ま
り
人
目
に
つ
く
こ

と
が
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
悩

ま
し
い
部
分
も
あ
る
。

試
験
研
究
機
関
に
は
も
う
一
つ
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
使
命
が
あ
る
。

そ
れ
は
研
究
成
果
を
後
世
へ
し
っ
か

り
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と
だ
。
創
立

１
０
０
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た

今
、
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
、
本
県
の

産
業
振
興
に
携
わ
っ
て
き
た
歴
史
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
振
り
返
り
た
い
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

川
嶋
草
平
）



自動化されていない初期の染色工場 染色試験で使われた紬糸。1923年発行の
報告書に張り付けられている

青
森
県
で
初
と
な
る
工
業
試
験
場

は
、
な
ぜ
弘
前
市
に
設
立
さ
れ
た
の

か
。
弘
前
工
業
研
究
所
の
源
流
を
見

つ
け
る
た
め
、
過
去
の
資
料
を
読
み

解
い
て
み
る
。

大
正
末
期
、
本
県
で
は
染
織
業
が

盛
ん
で
、
当
時
の
行
政
も
県
内
各
地

で
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
産
業
の

振
興
に
努
め
て
い
た
。
や
が
て
染
織

産
業
が
発
展
す
る
に
伴
い
、
さ
ら
な

る
産
業
界
の
要
請
に
応
え
る
た
め
工

業
試
験
場
の
設
置
が
決
ま
る
。
こ
の

時
、
県
内
で
も
特
に
染
織
業
が
盛
ん

だ
っ
た
弘
前
市
が
設
立
地
と
し
て
選

ば
れ
た
。

試
験
場
設
立
か
ら
ま
だ
間
も
な
い

１
９
２
３（
大
正
12
）年
の「
青
森
県

工
業
試
験
場
業
務
報
告
書
」に
は
、現

在
の
組
織
図
に
は
な
い「
染
織
部
」と

い
う
名
称
が
見
て
取
れ
る
。
手
書
き

の
報
告
書
に
は
、
染
色
の
試
験
に
用

い
ら
れ
た
紬つ

む
ぎ

糸
の
現
物
が
張
り
付
け

ら
れ
、
当
時
の
研
究
成
果
が
し
っ
か

り
と
残
さ
れ
て
い
る
。

設
立
当
初
は
染
色
部（
後
に「
染

織
部
」に
改
称
）、
機き

織し
ょ
く

部
、
化
学
部

と
い
っ
た
部
署
が
置
か
れ
て
い
た

が
、
そ
の
後
、
醸
造
業
界
や
工
芸
業

界
と
い
っ
た
各
方
面
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
新
設
さ

れ
て
い
く
。

染
織
に
限
ら
ず
、
戦
前
ま
で
の
工

業
試
験
場
で
は
、
試
験
研
究
は
も
と

よ
り
試
験
場
で
製
造
し
た
布
や
種

麹こ
う
じ

な
ど
を
民
間
へ
払
い
下
げ
す
る
業

務
が
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
研
究
員
だ
け
で

は
な
く
製
造
を
担
う
工
員
が
か
な
り

の
人
数
で
勤
務
し
て
い
た
。

昭
和
に
入
る
と
綿
ネ
ル
生
地
の
製

造
が
県
内
で
も
盛
ん
に
な
り
、
試
験

場
で
も
品
質
向
上
の
た
め
の
製
造
試

験
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
試
験

を
も
と
に
製
造
し
た
綿
ネ
ル
生
地
を

全
国
各
地
の
見
本
市
に
出
展
し
た
と

こ
ろ
、
大
好
評
を
博
し
た
と
記
録
に

は
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
県
内
企
業
か

ら
試
験
場
に
依
頼
が
殺
到
、
加
工
の

依
頼
は
な
ん
と
９
万
反
を
超
え
る
と

い
う
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
戦
争
の
影
が
色
濃
く
な

る
と
染
織
の
研
究
に
も
影
響
が
出
て

く
る
。
綿
糸
の
配
給
が
激
減
し
、
従

来
の
よ
う
な
綿
製
品
の
製
造
が
不
可

能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
だ
。
こ

れ
に
は
県
内
の
機
織
業
者
も
打
撃
を

受
け
た
。
試
験
場
は
疲
弊
し
た
産
業

界
を
下
支
え
す
べ
く
、
統
制
外
繊
維

の
染
色
試
験
や
輸
出
向
け
の
製
織
試

験
に
邁ま

い

進し
ん

し
た
。

戦
後
も
人
員
削
減
の
あ
お
り
を
受

け
、
新
た
に
研
究
を
行
う
こ
と
は
難

し
い
状
況
が
続
き
、
残
念
な
が
ら
、

染
織
部
は
１
９
５
４（
昭
和
29
）年

に
休
止
す
る
。
一
時
は
活
動
を
再
開

す
る
も
の
の
、
74
年
に
は
廃
止
と
な

り
、
多
く
の
工
員
が
職
を
失
っ
た
。

そ
れ
で
も
染
色
業
者
を
対
象
と
し
た

講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
当
時
の

研
究
員
が
最
後
ま
で
業
者
と
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が
資
料

か
ら
窺う

か
が

え
る
。

試
験
場
の
黎
明
期
に
培
わ
れ
た
、

産
業
界
と
二
人
三
脚
で
産
業
振
興
を

目
指
す
研
究
所
の
在
り
方
は
、
現
代

ま
で
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

鳴
海
藍
、
川
嶋
草
平
）

第２回 なぜ弘前に設立？　染織業盛ん　加工も好評



第３回 味噌・醤油研究　業界と密接に関わり

業界からの寄付で整備された醸造工場の
火入れ式＝1957年

味噌醤油鑑評会の様子　1957年

今
回
か
ら
５
回
に
わ
た
り
、
弘
前

工
業
研
究
所（
弘
工
研
）と
本
県
醸

造
業
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
ま
ず
は
身
近
な
調
味
料
で
あ
る

味み

噌そ

・
醤し

ょ
う

油ゆ

編
か
ら
。

味
噌
醤
油
は
日
本
人
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
調
味
料
で
、
県
内
で
も
古

く
か
ら
多
く
の
製
造
場
で
商
業
的
生

産
が
行
わ
れ
て
い
た
。
１
９
２
６（
大

正
15
）年
、
名
古
屋
税
務
監
督
局
や

茨
城
県
の
技
師
な
ど
を
歴
任
し
た
三

谷
美
種
氏
ら
が
入
所
し
、
27（
昭
和

２
）
年
度
に
醸
造
部
が
設
立
さ
れ

た
。全

国
的
に
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ

く
製
造
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
昭

和
初
頭
と
言
わ
れ
る
。
青
森
県
で
は

29
年
に
醤
油
専
任
技
師
が
採
用
さ

れ
、
翌
30
年
に
は
味
噌
醤
油
業
界
か

ら
寄
付
を
得
て
醸
造
工
場
が
建
設
さ

れ
た
。

当
時
は
多
く
の
工
人
を
雇
い
、
さ

な
が
ら
業
界
向
け
の
原
料
・
資
材
生

産
工
場
の
役
目
を
果
た
し
、
味
噌
・

醤
油
用
の
種
麹こ

う
じ

や
特
許
取
得
の
醤
油

カ
ビ
止
め
剤
を
製
造
し
て
民
間
企
業

に
頒
布
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
種

麹
を
用
い
た
醤
油
が
全
国
・
東
北
の

鑑
評
会
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
こ

と
で
評
判
を
呼
び
、頒
布
量
が
増
加
。

業
務
報
告
書
に
は
、
33
年
産
の
種
麹

２
万
袋
を
皮
切
り
に
、
42
年
度
に
は

３
万
２
千
袋
以
上
頒
布
し
た
記
録
が

残
っ
て
い
る
。

順
調
な
頒
布
だ
っ
た
が
、
戦
時
体

制
と
と
も
に
業
界
は
苦
境
に
陥
っ
て

い
っ
た
。
こ
の
頃
、
弘
工
研
で
は
ア

ミ
ノ
酸
液
や
代
替
原
料
を
使
用
し
た

味
噌
醤
油
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

戦
後
復
興
期
の
57
年
に
は
味
噌
醤

油
組
合
の
寄
付
を
も
と
に
温
醸
蔵
、

麹
室
、
大
豆
蒸
煮
用
の
Ｎ
Ｋ
缶（
大

き
な
圧
力
釜
）が
導
入
さ
れ
、
近
代

的
な
製
造
に
関
す
る
研
究
や
県
内
メ

ー
カ
ー
へ
の
技
術
普
及
を
進
め
た
。

そ
の
後
、
県
産
大
豆
の
利
用
、
新

規
調
味
液
の
開
発
、
工
場
排
水
の
分

析
や
大
豆
蒸
煮
水
の
有
効
利
用
な

ど
、
周
辺
技
術
や
付
加
価
値
の
向
上

に
向
け
た
研
究
へ
と
移
っ
て
い
く
。

ま
た
、
63
年
に
醤
油
に
日
本
農
林

規
格（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）制
度
が
制
定
さ
れ

る
と
、
弘
工
研
は
醤
油
Ｊ
Ａ
Ｓ
検
査

を
味
噌
醤
油
組
合
か
ら
委
託
さ
れ

た
。
以
後
20
年
間
、
同
組
合
の
派
遣

職
員
が
常
駐
し
、
職
員
と
一
緒
に
商

品
ご
と
の
分
析
や
官
能
検
査
を
行
っ

て
い
る
。

58
年
に
入
所
し
、
96
年
に
退
職
す

る
ま
で
一
貫
し
て
味
噌
醤
油
関
連
の

業
務
に
携
わ
っ
た
山
田
樹
孝
氏
の
回

顧
録
に
は
、
中
小
企
業
庁
に
よ
る
補

助
金
で
積
極
的
な
巡
回
指
導
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
技
術
者
の
集
ま

り
で
あ
る「
味
噌
醤
油
技
術
会
」「
青

紫
会
」「
八
醤
技
術
会
」と
の
関
わ
り
、

味
噌
醤
油
メ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
と
の
野

球
の
思
い
出
ま
で
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、

業
界
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

弘
工
研
は
今
後
も
、
味
噌
酵
母
の

開
発
や
官
能
審
査
、
技
術
相
談
な
ど

を
通
じ
て
業
界
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
発
酵
食
品
が
注
目
さ
れ
る
中
、

新
た
な
食
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

小
倉
亮
、
齋
藤
知
明
）
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酒
類
市
場
で
は
今
、
低
ア
ル
コ
ー

ル
、
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
後
押
し
し
、
世
界
的
な
シ

ー
ド
ル
ブ
ー
ム
が
続
い
て
い
る
。
弘

前
工
業
研
究
所（
弘
工
研
）は
リ
ン

ゴ
酒
の
分
野
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て

き
た
。

本
県
の
リ
ン
ゴ
生
産
量
は
明
治
後

期
か
ら
飛
躍
的
に
増
加
し
、
１
９
４

１（
昭
和
16
）年
ご
ろ
に
は
20
万
ト

ン
に
迫
る
勢
い
だ
っ
た
。
加
工
用
に

向
け
ら
れ
る
リ
ン
ゴ
も
増
加
し
、
戦

争
に
よ
る
物
資
統
制
の
中
、
日
本
酒

の
代
用
品
と
し
て
リ
ン
ゴ
を
原
料
と

し
た
代
用
清
酒
、
リ
ン
ゴ
酒
の
需
要

が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

当
時
の
化
学
醸
造
部
の
業
務
内
容

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
清
酒
の
指
導
は
規
格
酒
製
造
の
指

導
以
外
に
合
製
酒
の
指
導
を
も
っ
ぱ

ら
行
い
青
森
県
化
学
工
業
株
式
会
社

の
創
立
を
見
て
本
年
度
林
檎
屑
・
落

果
実
・
摘
果
実
を
原
料
と
す
る
合
製

酒
の
指
導
に
専
心
す
る
計
画
な
り
」。

青
森
県
民
に
と
っ
て
い
か
に
酒
が
必

須
の
も
の
で
あ
り
、
商
売
と
し
て
魅

力
的
だ
っ
た
か
が
想
像
で
き
る
。

ま
た
、
果
実
酒（
ワ
イ
ン
）に
分
類

さ
れ
る
リ
ン
ゴ
の
み
を
原
料
と
す
る

ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
製
造
研
究

も
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
42
年

の
業
務
報
告
書
に
よ
れ
ば
リ
ン
ゴ
酒

の
生
産
量
は
１
万
石（
約
１
８
０
０

㎘
）を
突
破
し
、
47
年
度
に
県
内
に

21
工
場
が
あ
っ
た
状
況
か
ら
推
察
す

れ
ば
、
弘
工
研
の
技
術
的
支
援
が
貢

献
し
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。

48
年
に
は「
り
ん
ご
加
工
部
」が

新
設
さ
れ
、
品
種
の
観
点
か
ら
リ
ン

ゴ
酒
研
究
を
行
っ
て
い
た
県
り
ん
ご

試
験
場
の
業
務
も
含
め
、
リ
ン
ゴ
酒

に
関
す
る
業
務
が
統
合
さ
れ
た
。
26

年
か
ら
酒
造
技
師
と
し
て
赴
任
し
、

46
年
に
場
長
を
務
め
た
絹
原
健
郎
氏

は
、
早
期
退
職
し
た
の
ち
広
島
県
に

酒
造
会
社
を
設
立
し
、
12
年
後
に
黒

石
市
に
移
転
、
リ
ン
ゴ
酒「
花は

な

想お
も
い

」を

製
造
し
た
。

し
か
し
、
戦
後
、
清
酒
や
ビ
ー
ル

の
生
産
が
戻
る
に
つ
れ
リ
ン
ゴ
酒
は

衰
退
し
た
。
リ
ン
ゴ
酒
は
ア
ル
コ
ー

ル
分
が
低
い
上
に
酸
味
が
強
く
、
当

時
の
嗜し

好こ
う

に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
や
、

果
実
酒
に
対
す
る
酒
税
の
引
き
上
げ

が
大
き
な
要
因
だ
っ
た
。

絹
原
氏
の
生
産
し
た
リ
ン
ゴ
酒
に

つ
い
て
、
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授

で
リ
ン
ゴ
酒
に
詳
し
い
境
博
成
氏
は

「
醸
造
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
添
加
し
、

15
度
清
酒
並
み
に
仕
上
げ
た
」も
の

と
推
察
し
て
お
り
、
こ
の
製
法
は
工

業
試
験
場
時
代
に
研
究
、
指
導
し
た

戦
時
中
の
代
用
清
酒
と
結
び
つ
く
も

の
で
あ
る
。

絹
原
氏
の
醸
造
所
は
後
に
廃
業
し

た
が
、
そ
の
果
実
酒
製
造
免
許
は
弘

前
市
の「
白
梅
酒
造
」を
経
て「
津
軽

ワ
イ
ン
」に
引
き
継
が
れ
、
95
年
ま

で
地
場
企
業
で
唯
一
の
リ
ン
ゴ
酒
の

醸
造
所
と
な
っ
た
。
結
果
的
に
弘
工

研
の
系
譜
が
リ
ン
ゴ
酒
の
存
続
に
つ

な
が
っ
て
い
た
運
命
的
な
出
来
事
で

あ
っ
た
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

小
倉
亮
、
齋
藤
知
明
）

リンゴ摘果を使用した合成酒の報告書
（1940年発行、写真は一部）

りんご加工研究会展示会に並ぶ
リンゴ酒など＝1952年ごろ
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工
業
試
験
場
の
り
ん
ご
加
工
部

は
、
リ
ン
ゴ
酒
産
業
が
衰
退
し
た
１

９
５
０（
昭
和
25
）年
以
降
も
品
種

別
の
醸
造
試
験
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
香

気
成
分
の
調
査
を
継
続
し
て
い
た
が
、

青
森
県
内
に
受
け
皿
と
な
る
醸
造
所

の
な
い
時
代
が
長
く
続
い
た
。

昭
和
後
期
に
は
前
回
紹
介
し
た

「
株
式
会
社
津
軽
ワ
イ
ン
」と
福
島

醸
造
の
流
れ
を
く
む「
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ

ス
キ
ー
株
式
会
社
弘
前
工
場
」の
２

カ
所
あ
っ
た
が
、「
津
軽
ワ
イ
ン
」は

96
年
の
台
風
被
害
に
よ
り
醸
造
を
廃

止
し
、
つ
い
に
１
カ
所
に
な
っ
た
。

果
実
酒
関
連
業
務
は
２
０
０
２
年

か
ら
、
醸
造
部
門
と
食
品
加
工
部
門

を
統
合
し
た
食
品
開
発
部（
現
・
発

酵
食
品
開
発
部
）が
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
清
酒
を
主
に

担
当
し
て
い
た
齋
藤
知
明
氏（
の
ち

の
第
30
代
所
長
）は
リ
ン
ゴ
農
家
出

身
で
も
あ
り
、
リ
ン
ゴ
に
対
す
る
愛

着
が
強
く
、
約
１
０
０
年
前
の
リ
ン

ゴ
酒
を
復
活
さ
せ
た
い
と
考
え「
林

檎
酒
ル
ネ
サ
ン
ス
ｉ
ｎ
あ
お
も
り
」

事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
背
景
に
は
、

生
活
様
式
や
嗜し

好こ
う

の
変
化
に
よ
り
消

費
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
っ
た
こ
と
や
、
リ
ン
ゴ
の
高

付
加
価
値
化
で
リ
ン
ゴ
産
業
構
造
を

よ
り
強
固
に
す
る
目
的
な
ど
が
あ
っ

た
。05

年
、
研
究
所
が
中
心
と
な
っ
て

「
リ
ン
ゴ
酒
研
究
会
」を
発
足
さ
せ

た
。
時
を
同
じ
く
し
て
複
数
の
リ
ン

ゴ
農
家
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
か
ら

次
々
と
新
規
に
醸
造
所
を
開
業
し
た

い
と
の
相
談
が
舞
い
込
ん
だ
。
相
談

者
に
共
通
す
る
も
の
は
、
リ
ン
ゴ
へ

の
愛
着
、
使
命
感
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

ー
の
高
さ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
開
業

を
目
指
す
人
の
多
く
は
酒
造
技
術
に

関
し
て
全
く
の
素
人
が
多
く
、
研
究

所
で
は
研
修
生
受
け
入
れ
、
受
託
研

究
、
共
同
研
究
の
実
施
、
醸
造
所
の

施
設
・
設
備
の
選
定
に
至
る
ま
で
多

様
な
支
援
を
し
た
。

ソ
フ
ト
面
か
ら
も
同
業
者
の
連
携

に
よ
る
販
促
、
技
術
交
流
が
必
要
と

考
え
、
13
年
に
齋
藤
氏
ら
が
発
起
人

と
な
っ
て
奔
走
し
、
リ
ン
ゴ
を
原
料

と
し
た
酒
類
の
製
造
・
販
売
を
業
と

す
る
法
人
、
個
人
事
業
者
を
集
め
て

「
あ
お
も
り
リ
ン
ゴ
酒
推
進
協
議
会
」

を
組
織
し
た
。
協
議
会
は
発
展
を
続

け
て
17
会
員
と
な
り
、
来
場
者
の
人

気
投
票
で
決
め
る「
リ
ン
ゴ
酒
グ
ラ

ン
プ
リ
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
勉
強

会
を
開
き
、
県
内
果
実
酒
の
消
費
拡

大
、
高
品
質
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

新
た
に
酒
類
製
造
を
始
め
た
い
と

い
う
相
談
は
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、

既
存
の
醸
造
所
へ
の
技
術
指
導
と
と

も
に
重
要
な
業
務
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
。
09
年
か
ら
21
年
ま
で
に
10
醸

造
所
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
、
受
け

入
れ
た
研
修
生
は
35
人
を
数
え
、
そ

れ
ぞ
れ
が
醸
造
責
任
者
な
ど
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。

最
近
は
、シ
ー
ド
ル
だ
け
で
な
く
、

ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
へ
の
新
規
参

入
も
増
加
し
、
自
然
界
由
来
の
酵
母

の
利
用
に
関
わ
る
支
援
を
は
じ
め
、

個
々
の
課
題
に
受
託
研
究
や
共
同
研

究
で
対
応
し
て
い
る
。
き
っ
と
次
に

迎
え
る
２
０
０
周
年
の
時
も
、
リ
ン

ゴ
酒
に
関
す
る
支
援
は
続
い
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

小
倉
亮
、
齋
藤
知
明
）

製造等を支援したリンゴ酒の商品群の一部
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青
森
県
は
酒
造
組
合
な
ど
の
要
望

を
取
り
入
れ
、
１
９
２
７（
昭
和
２
）

年
、
工
業
試
験
場
に
醸
造
部
を
設
立

し
た
。
試
験
場
で
は
現
在
に
至
る
ま

で
一
貫
し
て
日
本
酒（
清
酒
）に
関

す
る
研
究
や
業
界
指
導
を
続
け
て
い

る
。
設
置
さ
れ
た
当
時
は
そ
れ
ま
で

勘
や
経
験
に
頼
っ
て
い
た
清
酒
造
り

に
科
学
的
な
メ
ス
が
入
り
、
製
造
装

置
も
含
め
て
技
術
革
新
が
始
ま
っ
た

頃
で
あ
る
。

明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
、
酒
税
は
国
税
の
税
目
別
収
入
の

中
で
も
常
に
上
位
に
位
置
し
、
国
は

安
全
醸
造
と
生
産
性
向
上
に
よ
る
酒

税
の
安
定
的
確
保
と
地
域
活
性
化
の

た
め
、
盛
ん
に
酒
類
の
研
究
に
取
り

組
ん
だ
。

工
業
試
験
場
に
も
名
古
屋
税
務
監

督
局
や
茨
城
県
の
技
師
な
ど
を
歴
任

し
た
三
谷
美
種
氏
ら
が
赴
任
し
、
最

先
端
の
知
識
と
技
術
を
も
っ
て
業
務

に
当
た
っ
た
。
当
時
の
業
務
内
容
に

は
、
研
究
の
ほ
か
に
実
地
指
導
、
分

析
鑑
定
、
審
査
、
講
習
講
話
、
質
疑

応
答
、
研
究
生
の
養
成
な
ど
が
記
さ

れ
、現
在
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

醸
造
部
設
置
の
効
果
は
徐
々
に
現

れ
た
。
32
年
12
月
15
日
付「
東
奥
日

報
」記
事
に
は「
昭
和
七
年
の
全
国

清
酒
醤
油
品
評
会
に
お
い
て
、
弘
前

市
の『
一
洋
』が
優
等
に
入
賞
し
た

の
は
、
本
市
酒
造
業
界
に
と
っ
て
画

期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。『
一
洋
』

は
津
軽
米
の
名
声
を
高
め
る
こ
と
に

な
り
、
さ
ら
に
弘
南
地
域
の
清
酒
が

本
品
評
会
で
全
国
一
の
入
賞
率
を
示

し
た
こ
と
で
、
全
国
的
な
銘
酒
と
し

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と

記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に「
一
洋
」

は
弘
前
市
袋
町
に
あ
っ
た
工
業
試
験

場
の
近
隣
に
あ
っ
た
酒
造
場
で
あ
る
。

36
年
度
の
報
告
書
に
は
、
県
内
メ
ー

カ
ー
に
精
米
歩
合
40
～
30
％
の
地
米

を
使
用
し
た
吟
醸
酒
の
製
造
を
奨
励

し
て
い
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
現
在

と
遜
色
な
い
精
米
歩
合
で
吟
醸
造
り

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
驚
き
で
あ

る
。第

二
次
大
戦
が
近
づ
き
戦
時
統
制

が
始
ま
る
と
、
原
料
の
配
給
制
、
精

米
歩
合
の
制
限
が
行
わ
れ
、
製
造
数

量
は
減
少
し
た
。
こ
の
頃
は
米
の
代

替
原
料
や
合
製
酒
の
造
り
方
、
清
酒

の
代
替
と
し
て
の
リ
ン
ゴ
酒
に
つ
い

て
盛
ん
に
研
究
さ
れ
た
。

戦
後
の
清
酒
関
連
業
務
は
、
酒
を

変
質
さ
せ
る
雑
菌
が
大
流
行
し
た
こ

と
を
背
景
に
、
健
全
な
清
酒
製
造
の

指
導
を
中
心
に
、
良
質
な
酒
造
用
水

に
つ
い
て
の
研
究
や
、
純
粋
培
養
酵

母
の
特
性
評
価
が
行
わ
れ
た
。

本
県
で
の
酒
造
好
適
米（
酒
米
）の

開
発
は「
古
城
錦
」に
始
ま
る
。
県
農

業
試
験
場
が
59
年
に
掛
け
合
わ
せ
、

65
年
度
か
ら
の
醸
造
試
験
等
を
経
て

選
抜
し
た
系
統
で
、
68
年
に
命
名
さ

れ
た
。

今
で
こ
そ
全
国
各
県
に
独
自
の
酒

米
が
あ
る
が
、
多
く
は
平
成
以
降
に

開
発
さ
れ
て
い
る
。
青
森
県
の
酒
米

育
種
は
、
酒
ど
こ
ろ
の
東
北
で
も
極

め
て
先
進
的
な
取
り
組
み
だ
っ
た
。

こ
こ
に
も
当
時
の
職
員
の
先
見
性
が

見
て
取
れ
、
こ
の
流
れ
が
現
在
に
ど

の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
か
を

次
回
紹
介
す
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

小
倉
亮
、
齋
藤
知
明
）

新設当時の醸造部実験室（1927年頃）



第７回 日本酒研究㊦　米、酵母…「オール県産」実現

青
森
県
で
は
前
回
取
り
上
げ
た

「
古
城
錦
」、
そ
の
後
の「
豊
盃
」（
１

９
７
６
＝
昭
和
51
＝
年
に
命
名
）と
、

全
国
に
先
駆
け
て
酒
造
好
適
米（
酒

米
）を
開
発
し
て
き
た
。
し
か
し
、

栽
培
が
難
し
い
こ
と
や
コ
ス
ト
重
視

の
生
産
が
主
流
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
定
着
し
な
か
っ
た
。

そ
の
頃
、
自
主
流
通
米
制
度
に
よ

っ
て
大
手
日
本
酒
メ
ー
カ
ー
が
原
料

米
を
自
由
に
調
達
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
中
小
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
桶
買
い

が
減
少
し
た
。
加
え
て
、
食
生
活
の

変
化
等
も
あ
り
、
日
本
酒
全
体
の
需

要
に
陰
り
が
見
え
始
め
た
。
本
県
も

含
め
中
小
零
細
経
営
で
あ
る
多
く
の

酒
造
場
は
価
格
競
争
の
中
で
、
品
質

向
上
や
差
別
化
に
よ
る
生
き
残
り
の

道
を
選
択
し
た
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
酒
造
組

合
の
要
望
を
受
け
、
よ
り
栽
培
し
や

す
い
品
種「
華
吹
雪
」（
85
年
命
名
）

が
誕
生
し
た
。「
華
吹
雪
」は
酒
米

の
中
で
も
粒
の
大
き
さ
が
最
大
級
で
、

米
中
央
部
に
白
く
見
え
る
心
白
が
大

き
く
、
米
の
う
ま
み
を
引
き
出
し
や

す
い
た
め
、
現
在
も
県
内
の
純
米
酒

で
主
要
な
酒
米
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。

酒
米
の
開
発
に
は
農
業
試
験
場
と

工
業
試
験
場
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
長

い
年
月
を
か
け
て
栽
培
面
、
醸
造
面

の
試
験
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
93
年

に
は
試
験
場
に
酒
造
工
場
を
新
築

し
、
実
際
に
近
い
条
件
で
の
試
験
が

可
能
と
な
っ
た
。

華
吹
雪
と
相
性
の
良
い
酵
母
の
開

発
に
も
成
功
し
、
97
年
に
本
県
初
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
酵
母「
ま
ほ
ろ
ば
華
」の

県
内
メ
ー
カ
ー
頒
布
が
始
ま
っ
た
。

ま
た
、
工
業
試
験
場
を
会
場
に
県
内

メ
ー
カ
ー
の
製
造
技
術
者
対
象
の

「
技
術
者
研
修（
酒
造
組
合
主
催
）」

が
始
ま
り
、
泊
り
が
け
で
麹こ

う
じ

の
製
造

技
術
な
ど
を
研け

ん

鑽さ
ん

し
た
。
研
修
会
は

現
在
も
続
い
て
お
り
、
県
内
技
術
者

間
の
技
術
交
流
が
深
ま
り
、
大
き
な

効
果
を
生
ん
で
い
る
。

県
産
酒
米
で
主
流
と
な
っ
た「
華

吹
雪
」は
高
度
精
米
に
向
か
な
い
こ

と
か
ら
、
大
吟
醸
酒
用
の
酒
米
開
発

を
進
め
、
２
０
０
２
年
に「
華
想
い
」

が
誕
生
し
た
。
03
年
に
は「
華
想
い
」

専
用
で
華
や
か
な
香
り
が
特
徴
の
酵

母「
ま
ほ
ろ
ば
吟
」な
ど
３
株
を
実

用
化
し
た
。「
ま
ほ
ろ
ば
華
」を
含

む
こ
れ
ら
の
酵
母
は
現
在
、
本
県
で

主
流
の
酵
母
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。さ

ら
に
、
高
糖
化
力
を
持
つ
麹
菌

の
開
発
が
行
わ
れ
、
08
年
、
原
料
の

全
て
が
青
森
県
産
の
清
酒「
華
想

い
」が
誕
生
し
た
。
13
年
に
は
す
っ

き
り
し
た
風
味
に
な
る
酒
米「
華
さ

や
か
」、
19
年
に
は
県
南
地
方
の
気

象
条
件
に
合
っ
た
酒
米「
吟
烏
帽
子
」

の
実
用
化
へ
と
続
い
て
い
る
。
弘
前

工
業
研
究
所
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
あ

お
も
り
日
本
酒
テ
ロ
ワ
ー
ル
」を
開

設
し
、
開
発
し
た
米
、
微
生
物
な
ど

を
紹
介
し
て
い
る
。

現
在
は
、
白
神
山
地
や
八
甲
田
山

な
ど
の
自
然
由
来
の
酵
母
や
、
乳
酸

菌
な
ど
の
微
生
物
資
源
の
利
活
用
、

新
た
な
麹
菌
の
開
発
と
い
っ
た
研
究

が
進
ん
で
お
り
、
県
内
酒
蔵
で
は
こ

れ
ら
の
材
料
を
組
み
合
わ
せ
て「
お

い
し
い
青
森
の
日
本
酒
」づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

小
倉
亮
、
齋
藤
知
明
）

あおもり日本酒テロワールのHP



第８回 人材育成　次世代に製造現場つなぐ

弘
前
工
業
研
究
所（
工
業
試
験
場
）

は
、
中
小
企
業
振
興
の
た
め
に
設
け

ら
れ
た
公
設
の
試
験
研
究
機
関
で
あ

る
。
各
県
固
有
の
生
産
物
や
技
術
を

対
象
と
し
た
分
野
別
の
研
究
開
発

や
、
製
造
業
の
日
常
の
相
談
に
応
じ

る
た
め
に
地
域
ご
と
に
設
け
ら
れ
て

い
る
。
個
々
の
企
業
に
は
人
材
や
経

費
の
面
か
ら
難
し
く
負
担
の
大
き
い

新
製
品
開
発
や
新
技
術
導
入
な
ど
の

研
究
を
行
っ
て
、
そ
の
成
果
を
研
修

会
や
講
習
会
で
普
及
し
、
業
界
全
体

の
商
品
づ
く
り
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

支
援
し
て
い
る
。

本
連
載
が
始
ま
っ
て
、
味み

噌そ

・
醤し

ょ
う

油ゆ

や
リ
ン
ゴ
酒
・
日
本
酒
な
ど
の
醸

造
関
係
は
、
業
界
団
体
や
農
家
か
ら

の
熱
い
要
望
に
応
え
、
技
術
開
発
や

機
材
導
入
に
よ
る
支
援
は
も
と
よ

り
、
経
験
ゼ
ロ
か
ら
の
技
術
習
得
や

広
い
視
野
を
持
っ
た
技
術
人
の
育

成
、
業
界
を
束
ね
る
リ
ー
ダ
ー
育
成

と
、
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
を
紹
介
し
て
き
た
。

こ
の
後
に
、
工
芸
関
係
や
窯
業
、

家
具
・
建
具
な
ど
の
木
工
関
係
の
紹

介
が
続
く
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

新
技
術
の
習
得
や
消
費
動
向
を
学
ぶ

研
修
・
講
習
会
の
ほ
か
に
、
個
別
の

課
題
を
持
っ
た
研
修
生
を
受
け
入

れ
、
多
く
の
技
術
者
を
育
成
し
て
き

た
。弘

前
工
業
研
究
所
の
人
材
育
成
は

産
業
技
術
者
の
育
成
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
一
つ
は「
使
い
手
」教
育
で
あ
る
。

研
究
所
に
来
て
も
ら
う
の
で
は
な
く

試
作
品
や
技
術
を
見
せ
に
行
く
の
で

あ
る
。
デ
パ
ー
ト
や
画
廊
な
ど
で
展

覧
会
や
講
習
会
を
開
催
し
、
新
し
い

技
術
や
材
料
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
も
の

を
、
使
う
側
か
ら
企
業
に
伝
え
て
も

ら
う
。
消
費
者
で
は
な
く
愛
用
者
を

育
て
る
教
育
機
会
を
設
け
て
き
た
。

も
う
一
つ
は
技
術
人
の
種
を
ま
き
、

芽
を
育
て
る
教
育
で
あ
る
。
文
部
科

学
省
が
科
学
技
術
の
振
興
を
図
る
た

め
に
制
定
し
た
科
学
技
術
週
間（
４

月
中
旬
の
１
週
間
）に
は
、
各
地
の

大
学
や
試
験
研
究
機
関
な
ど
で
、
講

演
会
や
展
覧
会
、
施
設
の
一
般
公
開

が
開
か
れ
る
。
こ
の
一
般
公
開
の
一

番
の
お
客
さ
ま
が
小
学
生
だ
っ
た
。

長
く
弘
前
市
袋
町
に
あ
っ
た
工
業

研
究
所
は
、
弘
前
市
立
城
西
小
学
校

の
校
庭
に
接
し
て
い
た
。
地
域
の
歴

史
や
産
業
を
学
ぶ
５
年
生
全
員
が
見

学
に
訪
れ
、
試
験
機
器
の
そ
ろ
っ
た

試
験
室
や
、
製
造
機
械
が
並
ぶ
加
工

工
場
棟
を
一
巡
し
て
、
時
に
は
楽
焼

の
絵
付
け
を
す
る
な
ど
、
も
の
づ
く

り
の
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
く
体
験
し

た
。近

場
の
生
徒
だ
け
で
は
な
い
。
札

幌
の
中
学
校
の
教
育
旅
行
は
、
徒
歩

で
回
っ
て
歴
史
か
ら
産
業
ま
で
深
く

学
べ
る
弘
前
市
が
人
気
だ
そ
う
た
。

多
く
の
中
学
生
が
、
工
場
棟
を
巡
り

な
が
ら
研
究
員
の
説
明
で
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
の
で
き
る
ま
で
や
、
津
軽
塗

の
工
程
な
ど
を
学
ん
だ
。

製
造
現
場
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
研
究
員
は
日
々
の

試
験
研
究
に
加
え
、
あ
の
手
こ
の
手

で
小
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で「
サ
ポ

ー
タ
ー
」育
成
に
励
ん
で
い
る
。

（	

元
青
森
県
工
業
試
験
場
漆
工
部
長

九
戸
眞
樹
）

一般公開で楽焼を体験する
子どもたち＝2008年

1972年度に弘前市の田中屋で開かれた
「やきもの・ぬりもの展」



第９回 リンゴ加工㊤　ジュースの品質向上支援

加工研究展示会に並ぶリンゴジャム
（1952年ごろ）

工業試験場加工場内に設置された
芳香回収器（1950年ごろ）

各
地
に
リ
ン
ゴ
加
工
場
が
あ
り
、

ジ
ュ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
、
シ
ー
ド
ル
な

ど
リ
ン
ゴ
加
工
品
が
至
る
所
で
売
ら

れ
る
様
子
は
、
青
森
県
の
特
徴
的
な

風
景
だ
ろ
う
。

戦
後
、「
赤
い
リ
ン
ゴ
に
…
」で
始

ま
る「
リ
ン
ゴ
の
唄
」に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
リ
ン
ゴ
の
人
気
が
高
ま
り
、

高
値
で
取
引
さ
れ
た
。
本
県
も
ま
さ

し
く
リ
ン
ゴ
景
気
に
沸
い
て
い
た
１

９
４
８（
昭
和
23
）年
11
月
、「
り
ん

ご
加
工
部
」が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の

年
か
ら
リ
ン
ゴ
の
加
工
研
究
会
、
ジ

ャ
ム
講
習
会
が
開
か
れ
、
以
後
は
発

表
会
や
研
究
会
、
講
習
会
等
、
外
部

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
毎
年
の
よ
う
に

催
さ
れ
た
。

50
年
、
県
の
委
託
に
よ
り
、
リ
ン

ゴ
果
汁
を
加
熱
濃
縮
す
る
際
に
失
わ

れ
る
芳
香
成
分
の
回
収
装
置
が
東
北

大
学
で
開
発
さ
れ
、
実
験
室
規
模
の

試
作
機
が
工
業
試
験
場
に
運
ば
れ

た
。
試
験
場
で
は
実
用
化
に
向
け
た

試
験
を
繰
り
返
し
、
実
用
機
ま
で
改

良
を
進
め
た
。
こ
の
装
置
は
55
年
、

藤
崎
町
の
青
森
リ
ン
ゴ
加
工
株
式
会

社
に
業
界
１
号
機
と
し
て
導
入
さ
れ

た
ほ
か
、
り
ん
ご
加
工
部
の
指
導
の

下
、
県
内
全
域
に
普
及
し
た
。
そ
の

後
、
全
国
の
濃
縮
果
汁
の
多
く
は
同

様
の
方
式
で
作
ら
れ
た
。

61
年
か
ら
は
リ
ン
ゴ
の
品
種
ご
と

の
加
工
実
験
が
始
ま
り
、
糖
度
、
酸

度
、
ペ
ク
チ
ン
、
タ
ン
ニ
ン
等
の
成

分
を
品
種
別
に
測
定
し
た
。
こ
の
デ

ー
タ
は
２
０
０
２
年
ま
で
蓄
積
さ
れ
、

加
工
適
性
の
高
い
品
種
の
選
抜
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
き
た
。

64
年
５
月
に
は
試
験
場
で
研
究
し

て
き
た
果
汁
清
澄
剤
の
製
造
の
た
め
、

県
内
九
つ
の
果
汁
製
造
業
者
に
よ
っ

て
青
森
県
果
汁
清
澄
剤
事
業
協
同
組

合
が
設
立
さ
れ
、
同
年
11
月
に
製
造

工
場
が
完
成
し
た
。
こ
こ
で
製
造
さ

れ
た
果
汁
清
澄
剤
は
県
内
企
業
の
需

要
を
ま
か
な
っ
た
。

読
者
の
多
く
は
、
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー

ス
と
い
う
と
混
濁
ジ
ュ
ー
ス
を
思
い

描
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
混
濁

ジ
ュ
ー
ス
は
風
味
に
優
れ
て
い
る
が
、

貯
蔵
中
の
沈
殿
と
色
調
変
化
と
い
う

欠
点
が
あ
り
、
長
ら
く
透
明
果
汁
が

主
流
だ
っ
た
。
こ
の
欠
点
の
防
止
技

術
が
開
発
さ
れ
た
75
年
以
降
、
混
濁

果
汁
に
一
気
に
入
れ
替
わ
っ
た
経
緯

が
あ
る
。
そ
の
技
術
の
一
つ
が
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
添
加
で
、「
り
ん
ご
加
工
課

（
63
年
改
称
）」で
も
65
年
か
ら
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
添
加
効
果
に
つ
い
て
多
く
の

試
験
が
実
施
さ
れ
た
。
当
時
の
デ
ー

タ
は
50
年
以
上
た
っ
た
今
で
も
技
術

指
導
に
利
用
で
き
る
貴
重
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

79
年
に「
農
産
食
品
加
工
課
」に

改
称
す
る
と
、
リ
ン
ゴ
以
外
の
農
産

物
加
工
の
研
究
も
増
加
し
た
。
当
時

の
業
務
報
告
書
に
は
ブ
ド
ウ
、
ス
イ

カ
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
果
実
や
ニ
ン
ニ

ク
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
各
種
漬
物
な

ど
の
研
究
報
告
が
あ
り
、
幅
広
く
対

応
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
関
係
で
は
新
た

に
リ
ン
ゴ
搾
り
か
す
の
活
用
が
求
め

ら
れ
た
。
80
年
か
ら
88
年
に
か
け
、

搾
り
か
す
の
糖
化
試
験
、
濃
縮
粗
ペ

ク
チ
ン
液
の
製
造
、
ダ
イ
エ
タ
リ
ー

フ
ァ
イ
バ
ー
の
試
作
等
を
行
い
、
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

高
橋
匡
、
齋
藤
知
明
）



第10回 リンゴ加工㊦　共同研究で高付加価値化

台
風
の
季
節
に
な
る
と
、
リ
ン
ゴ

農
家
は
天
気
予
報
と
に
ら
め
っ
こ
が

続
く
。「
食
品
加
工
部（
１
９
９
０
＝

平
成
２
＝
年
に
改
称
）」で
は
、
台
風

被
害
に
遭
っ
た
リ
ン
ゴ
の
成
分
分
析

や
加
工
適
性
調
査
を
速
や
か
に
行
い
、

加
工
業
者
に
情
報
提
供
し
て
き
た
。

91
年
９
月
28
日
、
台
風
19
号
が
襲

来
し
た
。
青
森
市
で
最
大
瞬
間
風
速

５
３
．９
㍍
を
記
録
し
、
県
産
リ
ン

ゴ
の
落
果
等
被
害
数
量
は
38
万
８
千

㌧
に
及
ん
だ
。
後
に「
リ
ン
ゴ
台
風
」

と
呼
ば
れ
る
、
壊
滅
的
な
被
害
だ
っ

た
。こ

の
時
期
、
早わ

生せ

種
は
収
穫
を
終

え
て
い
た
が
、中
生
種
は
収
穫
目
前
、

晩
生
種
は
未
熟
果
の
状
態
だ
っ
た
。

食
品
加
工
部
は
被
害
規
模
の
大
き
さ

を
考
慮
し
、
落
果
量
の
多
い
７
品
種

に
つ
い
て
、
落
果
直
後
と
貯
蔵
方
法

別
の
時
間
経
過
に
伴
う
成
分
変
化
を

調
べ
た
。
調
査
は
、
未
熟
果
に
多
量

に
含
ま
れ
る
デ
ン
プ
ン
が
消
失
し
、

加
工
適
期
と
判
断
で
き
る
時
期（
最

長
で
４
カ
月
）ま
で
継
続
し
た
。
分

析
デ
ー
タ
を
毎
週
、
加
工
方
法
に
関

す
る
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
関
係
機
関

に
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
、
落
果
リ

ン
ゴ
は
ジ
ュ
ー
ス
等
に
有
効
活
用
さ

れ
た
。

96
年
以
降
の
試
験
研
究
や
業
界
指

導
は
多
岐
に
広
が
り
を
見
せ
る
。
加

工
事
業
者
等
を
対
象
と
し
た「
り
ん

ご
加
工
大
学
」で
は
、
生
産
工
場
で

必
要
と
さ
れ
る
新
し
い
分
析
法
な
ど

最
新
の
技
術
情
報
を
提
供
し
た
。
リ

ン
ゴ
搾
り
か
す
の
有
効
利
用
で
は
、

乾
燥
粉
末
の
色
調
改
善
、
抽
出
ペ
ク

チ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
利
用
、糖

化
液
を
利
用
し
た
酢
酸
菌
の
培
養
、

微
生
物
大
量
培
養
に
よ
る
菌
体
飼
料

の
製
造
、
乳
酸
製
造
な
ど
多
方
面
で

検
討
が
行
わ
れ
た
。

２
０
０
０
年
代
に
な
る
と
、
２
週

間
の
鮮
度
保
持
を
可
能
と
し
た
カ
ッ

ト
リ
ン
ゴ
、
抗
酸
化
性
を
有
す
る
オ

オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
抽
出
エ
キ
ス
、
ク
マ

ザ
サ
や
リ
ン
ゴ
搾
り
か
す
由
来
の
ペ

ク
チ
ン
や
セ
ラ
ミ
ド
と
い
っ
た
有
効

成
分
、
ナ
ガ
イ
モ
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
活
性
保
持
食
品
な
ど

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
県
内
事
業
者

と
の
共
同
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
多
数
が
商
品
化
に
至
っ
た
。

04
年
に
は
味み

噌そ

醤し
ょ
う

油ゆ

加
工
場
を

食
品
の
機
能
性
評
価
や
テ
ク
ス
チ
ャ

ー
改
良
、
動
物
実
験
の
機
能
を
持
つ

生
命
科
学
研
究
施
設
に
改
修
し
、
研

究
分
野
が
広
が
っ
た
。

県
内
外
の
他
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
研
究
も
活
発
に
な
り
、
光
農
業
に

よ
る
高
品
質
野
菜
生
産
、
米
タ
ン
パ

ク
質
の
機
能
性
解
明
、
冷
凍
技
術
の

開
発
、
リ
ン
ゴ
に
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
の
一
種「
プ
ロ
シ
ア
ニ
ジ

ン
」の
分
析
な
ど
、
県
産
農
産
物
の

高
付
加
価
値
化
に
つ
な
が
る
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

15
年
に
は
研
究
所
内
に
民
間
貸
し

出
し
に
対
応
し
た「
食
品
素
材
化
実

証
施
設
」を
設
け
、
数
十
㌕
程
度
の

食
品
を
素
材
化
処
理
で
き
る
各
種
機

器
類（
粉
砕
、
蒸
煮
、
乾
燥
、
包
装
、

凍
結
）を
整
備
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

工
場
な
ど
で
の
大
量
生
産
に
向
け
た

試
作
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

高
橋
匡
、
齋
藤
知
明
）

2015年に整備した食品素材化実証施設



第11回 ブナコ　唯一無二のモダンな木工

ブ
ナ
材
を
１
㍉
ほ
ど
の
厚
さ
に
か

つ
ら
剥む

き
に
し
て
細
い
テ
ー
プ
状
に

裁
断
し
、
リ
ボ
ン
を
巻
く
よ
う
に
巻

き
上
げ
て
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て
形
を

作
る
。
開
発
当
初
の
名
前
は
文
字
通

り「
細
幅
単
板
成
型
素
地
」だ
っ
た
。

芯
か
ら
巻
き
付
け
て
い
く
方
法
や
、

円
形
や
楕だ

円え
ん

形
の
核
板
の
周
り
に
テ

ー
プ
を
巻
き
付
け
る
方
法
な
ど
、
思

い
つ
く
限
り
試
行
錯
誤
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
技
術
は
ブ
ナ
コ
と
名
づ
け
ら

れ
た
。
か
わ
い
い
も
の
に
つ
け
る
津

軽
弁
の「
○
○
ッ
コ
」と
、
ブ
ナ
を
コ

イ
ル（coil

）す
る
こ
と
を
表
し
た
洒し

ゃ

落れ

っ
気
の
あ
る
名
前
で
あ
る
。

１
９
５
６（
昭
和
31
）年
、
城
倉
可

成
場
長
と
津
軽
塗
技
術
者
の
石
郷
岡

啓
之
助
は
、
漆
器
の
新
し
い
素
地
と

し
て
、
ブ
ナ
材
の
し
な
や
か
さ
や
粘

り
強
さ
に
着
目
し
研
究
に
着
手
し

た
。
こ
の
研
究
は
、
工
業
試
験
場
の

よ
う
な
分
野
複
合
の
研
究
所
だ
か
ら

こ
そ
可
能
だ
っ
た
。
漆
工
課
の
隣
は

り
ん
ご
加
工
課
で
、
試
験
室
の
実
験

台
に
リ
ン
ゴ
酢
の
醸
造
に
使
わ
れ
た

ブ
ナ
材
薄
板
を
巻
い
た
筒
が
転
が
っ

て
い
た
。
こ
れ
が
着
想
の
原
点
と
な

っ
た
と
い
う
。

城
倉
は
新
潟
県
に
生
ま
れ
、
東
京

美
術
学
校（
現
東
京
藝
術
大
学
）漆

工
科
を
卒
業
し
て
教
職
に
つ
い
た
後
、

53
年
、
青
森
県
工
業
試
験
場
長
に
就

任
し
て
い
る
。
二
人
が
研
究
し
て
３

年
目
、
静
岡
県
生
ま
れ
の
望
月
好
夫

が
城
倉
の
大
学
後
輩
と
し
て
試
験
場

に
入
り
、
さ
ら
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
広
げ
て
い
く
。
望
月
が
着
任
し
て

数
年
間
、
漆
工
部
の
研
究
テ
ー
マ
に

は
ブ
ナ
コ
に
関
す
る
研
究
と
新
興
塗

料
の
研
究
が
並
び
、
津
軽
塗
の
業
者

が
場
長
室
に
抗
議
に
押
し
か
け
て
き

た
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。
58
年
に
は

石
郷
岡
ら
４
～
５
人
で「
青
森
県
の

森
林
活
用
に
よ
る
地
域
貢
献
」を
目

標
に
日
本
ウ
ッ
ド
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
株

式
会
社
を
設
立
し
、
工
業
試
験
場
の

一
隅
で
生
産
を
始
め
る
。
59
年
に
は

特
許
を
出
願
し
て
生
産
技
術
も
安
定

し
、商
品
化
も
軌
道
に
乗
っ
た
の
で
、

国
の
輸
出
計
画
に
参
加
し
、
ア
メ
リ

カ
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に

ま
で
進
出
し
て
い
る
。

一
時
は
70
名
を
超
え
る
規
模
に
成

長
し
た
が
、
初
代
企
業
は
不
振
を
招

き
、
63
年
、
規
模
を
半
分
に
縮
小
し

て
、
現
在
の
会
社
に
引
き
継
が
れ
、

内
需
を
中
心
に
再
出
発
し
た
。
以

降
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
に
選
定
さ
れ

る
な
ど
、
唯
一
無
二
の
モ
ダ
ン
な
木

工
品
と
し
て
定
着
し
た
。

ブ
ナ
コ
は
い
ま
や
世
界
ブ
ラ
ン
ド

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
名
だ
た
る
高
級

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
競
っ
て
照

明
器
具
や
プ
レ
ー
ト
を
採
用
。
他
の

追
随
を
許
さ
な
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

ー
と
、
苦
し
い
時
代
に
も
技
術
を
守

り
育
て
た
企
業
精
神
が
共
感
を
呼

び
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
惚ほ

れ
込
ん
で
取

り
込
み
、
さ
ら
に
幅
が
広
が
っ
て
い

る
。何

に
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
産
業
を

生
み
出
し
た
。
木
材
が
豊
富
に
使
わ

れ
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
ど
考
え
も
つ
か

な
い
時
代
に
、
先
駆
け
て
考
案
さ
れ

た
究
極
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）、
省
資
源
技
術
で
あ
る
。

（	

元
青
森
県
工
業
試
験
場
漆
工
部
長

九
戸
眞
樹
）

開発初期のブナコ試作品 昭和30年代の一般公開での試作品展示



第12回 漆工研究㊤　「工芸産業」支援から出発

工
芸
指
導
部
は
木
工
、
漆
工
、
ア

ケ
ビ
づ
る
細
工
を
主
と
す
る「
青
森

県
の
工
芸
産
業
の
発
展
と
振
興
」を

目
的
に
１
９
３
１（
昭
和
６
）年
に

設
置
さ
れ
た
。
工
芸
産
業
支
援
の
時

代
背
景
に
は
、
冷
害
に
よ
る
凶
作
や

地
震
災
害
が
続
き
、
天
災
に
左
右
さ

れ
な
い
製
造
産
業
の
確
立
が
求
め
ら

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

専
門
研
究
員
は
藩
政
時
代
か
ら
の

流
れ
を
く
ん
で
県
外
か
ら
招し

ょ
う

聘へ
い

し
て

お
り
、
漆
工
で
は
石
川
県
輪
島
出
身

の
梶
本
清
吉
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。

当
初
は
加
工
設
備
が
整
わ
な
い
状

態
で
、
図
案
意
匠（
現
デ
ザ
イ
ン
設

計
）の
指
導
啓
発
に
努
め
て
い
た
が
、

33
年
に
弘
前
市
の
寄
付
で
加
工
場
が

増
築
さ
れ
、
製
品
の
品
質
向
上
の
た

め
の
加
工
技
術
研
究
を
実
施
。
そ
の

成
果
を
指
導
相
談
、
現
地
指
導
、
展

示
会
、
研
究
会
を
通
じ
て
業
界
に
技

術
移
転
し
て
い
っ
た
。
34
年
の
報
告

に
よ
る
と
、
指
導
相
談
１
４
５
件
、

現
地
指
導
65
件
、
展
示
会
７
件
、
研

究
会
は
弘
前
と
八
戸
で
毎
月
開
催

し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
図
案
意
匠
の

重
要
性
を
普
及
し
、
技
術
力
の
安
定

化
を
進
め
て
い
る
。

特
に
無
料
の
図
案
意
匠
や
依
頼
図

案
は
業
界
に
喜
ば
れ
、
試
験
研
究
の

図
面
も
合
わ
せ
る
と
木
工
、
漆
工
、

ア
ケ
ビ
づ
る
細
工
な
ど
１
年
間
で
合

計
３
８
３
点
も
設
計
し
た
。
現
物
で

指
導
す
る
た
め
試
作
品
も
４
３
７
点

と
数
多
く
、
こ
れ
ら
試
作
品
は
新
製

品
と
し
て
県
内
外
の
展
示
会
や
販
売

見
本
市
に
出
品
さ
れ
販
路
拡
大
に
活

用
さ
れ
た
。
結
果
、
業
界
は
多
く
の

注
文
を
受
け
、増
産
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
、
県
知
事
命
に
よ
り
、
昭
和

天
皇
と
秩
父
宮
殿
下
へ
献
上
す
る

「
津
軽
塗
洋
室
飾
り
棚
、
他
」を
試
験

場
で
36
年
か
ら
37
年
に
か
け
て
制
作

し
て
お
り
、
当
時
の
職
員
の
技
術
力

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
、

開
発
研
究
と
人
材
育
成
を
両
輪
で
推

し
進
め
る
ス
タ
イ
ル
は
後
の
研
究
員
、

試
験
場
の
指
針
と
な
っ
た
。

戦
時
下
、
木
工
や
ア
ケ
ビ
づ
る
細

工
は
国
内
の
み
の
販
路
に
狭
ま
り
、

漆
工
に
至
っ
て
は
漆
液
が
配
給
制
に

な
っ
て
原
材
料
を
確
保
で
き
な
い
業

者
が
危
機
に
直
面
し
た
。
工
芸
指
導

部
で
は
少
な
い
漆
で
も
品
質
を
保
持

す
る
工
程
の
省
力
化
や
代
替
塗
料
の

研
究
、
時
代
に
合
わ
せ
た
勲
章
箱
な

ど
の
開
発
を
手
が
け
、
産
業
延
命
を

試
み
て
い
る
。

戦
後
の
48
年
、
工
芸
指
導
部
は
漆

工
部
と
木
工
指
導
所（
青
森
市
）に

分
か
れ
た
。

53
年
に
着
任
し
た
城
倉
可
成（
12

代
場
長
）は
従
事
者
の
指
導
育
成
に

か
な
り
力
を
入
れ
、
場
長
室
で
若
手

漆
職
人
た
ち
に
向
け
、
試
験
研
究
成

果
で
あ
る
図
案
意
匠
や
技
術
に
つ
い

て
昼
夜
を
問
わ
ず
指
導
し
た
。

そ
ん
な
彼
ら
が
全
国
漆
器
展
に
出

品
し
成
果
を
挙
げ
た
。
同
年
に「
高

松
宮
杯
」を
受
賞
し
、
55
年
か
ら
１

９
９
１（
平
成
３
）年
ま
で
の
間
に

９
回
の
団
体
賞
を
受
け
た
。
大
き
な

優
勝
杯
は
、
そ
の
都
度
、
場
長
室
を

飾
っ
た
。
伴
走
型
で
密
着
型
の
指
導

が
、
漆
工
部
独
特
の
成
果
を
も
た
ら

し
た
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

小
松
勇
）

「高松宮杯」受賞時の記念写真
（1954年）

意匠デザインの講習会
（戦前に開かれたとみられる）
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昭
和
30
年
代
に
な
る
と
、
漆
器
の

素
地
と
し
て
ブ
ナ
の
単
板
を
用
い
た

ブ
ナ
コ
の
研
究
開
発
が
始
ま
る
。
漆

工
部
一
丸
と
な
っ
て
研
究
し
、
起
業

化
に
導
き
、
海
外
進
出
も
果
た
し
た

（
第
11
回
参
照
）。

順
風
満
帆
な
こ
と
も
あ
れ
ば
存
亡

の
危
機
も
あ
っ
た
。
１
９
５
８（
昭

和
33
）年
の
長
崎
国
旗
事
件
で
日
中

国
交
が
断
絶
し
、
中
国
産
漆
の
輸
入

が
途
絶
え
た
。
主
原
料
と
な
る
漆
液

が
手
に
入
り
づ
ら
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。
漆
工
部
で
は
戦
時
中
に
も
行
わ

れ
た
、
漆
の
代
替
え
と
な
る
漆
器
下

地
剤
の
研
究
が
再
び
行
わ
れ
た
。

後
に「
ウ
レ
タ
ン
下
地
は
コ
ス
ト

を
下
げ
る
た
め
試
験
場
が
業
界
に
宣

伝
し
た
」と
の
誤
っ
た
情
報
が
流
布

さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
態
は「
漆
液

の
入
手
が
困
難
な
状
況
下
で
産
業
を

存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
行
政
、
業
界

と
連
携
し
て
行
わ
れ
た
研
究
」で
あ

っ
た
。

62
年
、
漆
工
部
は
漆
工
課
へ
と
名

称
を
変
え
る
。
そ
の
頃
か
ら
始
ま
っ

た
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
需
要
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
印
刷
技
術
の
応

用
研
究
や
機
械
化
に
よ
る
省
力
化
の

研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
お
わ
ん
な
ど

丸
物
素
地
の
研
磨
作
業
に
は
ろ
く
ろ

機
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
、
そ
の
普

及
率
が
急
速
に
高
ま
り
、
津
軽
塗
は

産
業
工
芸
と
し
て
の
基
盤
を
築
き
上

げ
た
。

70
年
、
弘
前
市
が
中
心
と
な
っ
て

実
施
し
た
津
軽
塗
業
界
の
総
合
的
診

断
で「
業
界
全
体
は
好
況
で
は
あ
る

が
個
々
の
企
業
の
体
質
が
古
く
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

で
あ
る
」と
指
摘
さ
れ
、
今
後
の
方

向
と
し
て「
二
極
共
存
」が
提
案
さ

れ
た
。
一
方
は「
省
力
化
し
た
技
術

に
よ
る
産
業
工
芸
産
地
」に
向
け
て

機
械
化
を
推
進
す
る「
量
産
指
向
型

工
場
」で
あ
り
、
他
方
は「
高
度
化
さ

れ
た
技
術
の
補
完
」に
よ
り
高
級
品

を
多
品
種
小
量
生
産
す
る「
手
仕
事

指
向
型
工
房
」で
あ
る
。

前
者
に
対
し
、
汎は

ん

用よ
う

機
器
を
用
い

た
技
術
研
究
を
行
っ
た
。
77
年
に
市

内
に
開
設
さ
れ
た
漆
器
団
地
を
支
援

し
、
機
械
化
の
効
果
を
発
揮
す
る
量

産
体
制
作
り
に
力
を
注
い
だ
。

後
者
に
対
し
て
は
、
品
質
向
上
の

た
め
、
数
十
に
及
ぶ
津
軽
塗
の
制
作

工
程
に
つ
い
て
研
究
し
、
古
作
品
や

文
献
の
調
査
事
業
を
行
っ
た
。
そ
れ

は
、津
軽
塗
が
75
年
に
県
内
で
唯
一
、

国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
る

基
礎
と
な
っ
た
。

当
時
を
知
る
津
軽
塗
職
人
に
よ
る

と「
最
も
有
名
で
あ
っ
た『
唐
塗
』だ

け
で
な
く
、
知
る
人
ぞ
知
る『
な
な

こ
塗
』『
錦
塗
』『
紋
紗
塗
』も
津
軽

塗
の
技
法
と
し
て
４
つ
も
登
録
さ
れ

た
こ
と
は
最
大
の
成
果
で
あ
っ
た
」

と
い
う
。

こ
の
記
録
は
冊
子「
津
軽
塗
」と

し
て
県
教
育
委
員
会
か
ら
翌
年
度
に

出
版
さ
れ
、
日
本
漆
工
史
の
重
要
な

資
料
と
な
っ
た
。

２
０
１
７
年
、
国
の
重
要
無
形
文

化
財
指
定
と「
津
軽
塗
技
術
保
存

会
」の
保
持
団
体
認
定
に
当
た
っ
て

の
、要
件
作
成
の
参
考
に
も
さ
れ
た
。

62
年
、
津
軽
塗
は
生
産
額
25
億
円

の
ピ
ー
ク
を
記
録
し
た
。
だ
が
、
円

高
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
等
の
影
響
を

受
け
始
ま
っ
て
い
た
経
済
低
成
長
時

代
の
中
で
、「
作
れ
ば
売
れ
た
時
代
」

は
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

小
松
勇
）

シルクスクリーン製版作業（1980年） 津軽塗作業（1975年）
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昭
和
50
年
代
後
半
、
津
軽
塗
は
模

倣
品
が
市
場
に
出
回
る
な
ど
、
他
産

地
を
参
考
に
す
る
側
か
ら
、「
参
考

に
さ
れ
る
側
」に
な
っ
た
。「
品
質
」

や「
意
匠
デ
ザ
イ
ン
」の
問
題
が
改

め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

津
軽
塗
は
漆
と
い
う
天
然
塗
料
を

使
い
、「
研
ぎ
出
し
変
り
塗ぬ

り

」と
い
う

伝
統
技
法
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
定
義
で
若
手
職
人
と
と

も
に
開
発
し
た
手
板（
塗ぬ

り

サ
ン
プ
ル
）

は
、
現
在
も
研
究
員
の
手
で
追
加
制

作
さ
れ
３
０
０
枚
を
超
え
て
い
る
。

こ
の
手
板
は
、
若
手
職
人
に
津
軽
塗

の
可
能
性
を
抱
か
せ
、
異
業
種
交
流

や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で

の
商
品
開
発
の
原
動
力
と
な
っ
て
い

っ
た
。

時
代
の
変
り
目
で
も
あ
り
、
意
匠

開
発
技
術
の
研
究
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
地
方
の
公
設
試
験

研
究
機
関
に
も
導
入
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
漆
工
部
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
よ
る
３
次

元
モ
デ
リ
ン
グ
作
成
な
ど
、
完
成
予

想
を
可
視
化
す
る
デ
ザ
イ
ン
技
術
研

究
を
実
施
。
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

力
ア
ッ
プ
と
製
品
開
発
の
ス
ピ
ー
ド

化
を
目
指
し
て
、
技
術
普
及
研
修
を

重
ね
た
。

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
指
導
方
法
を
色

・
形
だ
け
の
商
品
開
発
だ
け
で
な

く
、「
製
品
を
生
み
出
す
背
景
」「
誰

の
た
め
の
製
品
か
」な
ど
製
品
が
生

み
出
さ
れ
る
要
因
を
ま
と
め
な
が
ら

進
め
る「
商
品
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
研

究
」に
も
取
り
組
ん
だ
。
研
究
成
果

は
、
指
導
相
談
や
外
部
機
関
と
連
携

し
た
商
品
開
発
実
務
者
養
成
講
座
で

活
用
す
る
な
ど
し
て
、
企
業
内
デ
ザ

イ
ナ
ー
育
成
に
生
か
さ
れ
た
。

平
成
に
な
る
と
職
員
を
東
京
の
デ

ザ
イ
ン
会
社
に
派
遣
し
、
生
活
者
視

点
の
商
品
開
発
の
た
め
に
プ
ロ
ダ
ク

ト
デ
ザ
イ
ン
を
研
修
さ
せ
た
。
三
内

丸
山
遺
跡
の
出
土
品
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た「
縄
文
漆
器
の
実
用
化
研
究
」

に
そ
の
手
法
を
活
用
し
、
得
ら
れ
た

成
果
を
企
業
の
商
品
開
発
の
資
料
と

し
た
。

２
０
０
３（
平
成
15
）年
の
組
織

再
編
で
、
漆
工
部
と
木
工
分
場
の
一

部
が
統
合
さ
れ
生
活
技
術
研
究
部
と

な
っ
た
。
漆
工
部
の
名
前
は
な
く
な

っ
た
が
、
同
年
開
催
の
青
森
ア
ジ
ア

冬
季
大
会
の
公
式
メ
ダ
ル
制
作
を
支

援
し
た
ほ
か
、
洋
食
器
メ
ー
カ
ー
と

「
生
活
様
式
の
和
洋
共
生
」を
テ
ー

マ
に
共
同
開
発
し
、
認
知
度
向
上
と

販
路
拡
充
を
目
的
に
国
内
外
の
展
示

会
で
発
信
し
た
。

現
在
は
デ
ザ
イ
ン
推
進
室
と
な
っ

て
、
津
軽
塗
の
新
市
場
に
向
け
た
研

究
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
国
の
重
要

無
形
文
化
財
指
定
と「
津
軽
塗
技
術

保
存
会
」の
保
持
団
体
認
定
後
の
活

動
支
援
な
ど
に
、
業
界
、
市
、
県
と

協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

津
軽
塗
は「
産
業
工
芸（
経
済
産

業
省
）」と「
伝
承
工
芸（
文
部
科
学

省
）」の
二
つ
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

国
か
ら
の
期
待
が
２
倍
と
も
言
え
る

産
地
で
あ
り「
決
し
て
絶
や
し
て
は

な
ら
な
い
」と
い
う
国
の
意
思
を
強

く
感
じ
る
の
で
あ
る
。

青
森
が
生
み
、
先
人
た
ち
が
育
て

た「
美
と
技
」を
次
世
代
へ
と
つ
な

げ
る
た
め
に
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

小
松
勇
）

津軽ロイヤルコレクションとガラス器の
コラボレーション製品（2002年）

研ぎ出し変り塗手板（1989年）
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本
県
の
デ
ザ
イ
ン（
意
匠
）の
歴
史

は
古
く
、
１
９
３
１（
昭
和
６
）年
、

地
場
産
業
工
芸
の
発
展
と
振
興
を
目

的
と
し
て
工
業
試
験
場
に
工
芸
指
導

部
が
発
足
し
、
デ
ザ
イ
ン
設
計
を
意

味
す
る
図
案
意
匠
は
大
い
に
企
業
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
。
専
門
家
を
招
い

て
製
品
開
発
講
習
会
を
開
催
し
た
結

果
、
県
内
外
の
展
示
会
や
販
売
見
本

市
に
多
く
の
企
業
が
参
加
し
、
業
界

に
増
産
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

第
２
次
世
界
大
戦
で
工
芸
産
業
は

苦
境
に
立
た
さ
れ
る
。
戦
後
、
木
工

部
門
が
青
森
市
に
、
漆
工
部
門
は
弘

前
市
に
分
離
独
立
し
た
が
、「
も
の

づ
く
り
の
原
点
」で
あ
る「
考
え
て

創
る
」精
神
は
、
ブ
ナ
コ
を
生
み
出

し
た
よ
う
に
双
方
に
引
き
継
が
れ
て

い
く
。

他
の
製
造
業
や
産
業
に
も
デ
ザ
イ

ン
の
考
え
方
を
導
入
し
、
点
在
す
る

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
束
ね
た
い
と
、
試
験

場
に
デ
ザ
イ
ン
セ
ク
シ
ョ
ン
の
看
板

を
上
げ
る
こ
と
を
県
の
上
層
部
に
提

案
し
た
が
、
時
期
尚
早
だ
っ
た
か
採

用
さ
れ
な
か
っ
た
。

89
年
、
通
商
産
業
省
の
呼
び
か
け

で「
’89
デ
ザ
イ
ン
イ
ヤ
ー
」と
銘
打

ち
、
各
地
で
デ
ザ
イ
ン
運
動
が
展
開

さ
れ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
岩
手
、
宮
城
、

埼
玉
な
ど
各
県
に
デ
ザ
イ
ン
団
体
が

組
織
さ
れ
、
有
機
的
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
を
本
県
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
は

横
目
に
見
て
い
た
。
外
部
の
賛
同
者

を
育
て
る
べ
く
、
新
聞
や
雑
誌
で
、

デ
ザ
イ
ン
は
経
営
資
源
で
あ
り
、
経

済
活
動
の
一
環
で
あ
る
と
、
デ
ザ
イ

ン
の
必
要
性
を
説
き
続
け
た
結
果
、

98
年
、
青
森
県
デ
ザ
イ
ン
協
会
の
設

立
に
至
っ
た
。

２
０
０
３
年
、
工
業
部
門
の
セ
ン

タ
ー
化
に
伴
い
、
木
工
部
門
と
漆
工

部
門
が
合
併
し
生
活
技
術
部
へ
名
称

を
変
え
、
業
務
方
針
の
基
幹
に「
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
」

を
取
り
入
れ
た
。
15
年
、
生
活
デ
ザ

イ
ン
部
と
な
り
現
在
の
デ
ザ
イ
ン
推

進
室
の
基
礎
が
築
か
れ
る
。

こ
こ
で
の
成
果
は
、
商
品
企
画
支

援
ツ
ー
ル「V

–Cup

」の
開
発
で
あ

る
。
顧
客
の
ニ
ー
ズ
と
企
業
が
提
案

す
る
製
品
の
企
画
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
も
の
で
、
質
問
シ
ー
ト
に
沿
っ
て

回
答
す
る
と
５
つ
の
価
値
と
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
整
理
さ
れ
、
商
品
化
に
向
け

て
足
り
な
い
要
素
、
高
め
る
べ
き
要

素
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

シ
ス
テ
ム
は
46
企
業
、
教
育
機
関
２

校
に
活
用
さ
れ
、
35
の
製
品
化
に
至

っ
て
い
る
。
共
同
研
究
で
ア
プ
リ
も

開
発
さ
れ
、
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会

の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
も
受
賞
し
て

い
る
。

ダ
サ
い
、
古
い
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
て
き

た
観
光
土
産
品
だ
が
、
東
北
新
幹
線

開
業
や
弘
前
城
築
城
４
０
０
年
な
ど

で
増
加
し
た
観
光
客
の
た
め
に
、
手

頃
で
か
わ
い
い「
青
森
プ
レ
ゼ
ン
ツ
」

の
商
品
群
が
生
ま
れ
た
。

よ
う
や
く
、
デ
ザ
イ
ン
の
看
板
の

下
、
試
験
研
究
機
関
と
し
て
、
創
る

人
・
売
る
人
・
買
う
人
・
使
う
人
が

知
恵
を
集
め
る
も
の
づ
く
り
の
研
究

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

か
つ
て
場
長
の
望
月
好
夫
は
言
っ

た
。「
モ
ノ
づ
く
り
に
は
美
が
必
要
」

「
美
意
識
が
な
け
れ
ば
、
も
の
を
つ

く
っ
ち
ゃ
い
け
ね
え
よ
」と
。

（	

元
青
森
県
工
業
試
験
場
漆
工
部
長

九
戸
眞
樹
）

青森プレゼンツのホームページ
（2011年）

V-Cupを活用した商品化事例
（ふかうら雪人参ビーフシチュー）（2013年）



第16回 木材加工㊤　業界発展へ指導所開設

本
県
の
木
工
業
は
手
工
業
を
主
と

し
た
零
細
企
業
が
多
か
っ
た
が
、
戦

時
中
、
県
内
の
豊
か
な
木
材
資
源
の

活
用
に
よ
っ
て
企
業
化
が
進
み
、
発

展
の
兆
し
を
得
る
。
し
か
し
、
終
戦

に
よ
る
国
内
事
情
の
急
展
開
で
、
業

界
は
縮
小
、
廃
業
に
よ
る
低
迷
に
陥

り
、
破
局
的
な
状
況
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
県
は
業
界
と
協
議
し
、
本
県
の

木
工
業
の
発
展
と
企
業
の
合
理
化
、

産
業
技
術
の
育
成
・
普
及
を
図
る
た

め
、
１
９
４
８（
昭
和
23
）年
11
月
、

青
森
市
に
青
森
県
木
工
指
導
所
を
開

設
し
、
弘
前
市
の
工
業
試
験
場
か
ら

木
工
に
関
す
る
業
務
を
移
管
す
る
。

45
年
の
青
森
大
空
襲
で
家
屋
の
約

９
割
が
焼
失
し
た
青
森
市
で
、
わ
ず

か
３
年
後
の
開
所
は
、
ま
さ
に
戦
後

の
復
興
の
基
幹
と
し
て
の
期
待
の
表

れ
と
推
察
さ
れ
る
。
特
に
進
駐
軍
か

ら
の
発
注
は
木
材
の
人
工
乾
燥
が
要

件
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
容
量
の

蒸
気
乾
燥
室
を
目
玉
と
し
て
完
備

し
、
業
界
へ
の
人
工
乾
燥
材
の
供
給

を
担
っ
た
。

昭
和
30
年
代
は
職
員
30
数
名
で
、

設
計
、
技
術
、
機
械
、
塗
装
、
成
型
、

乾
燥
な
ど
の
分
野
の
研
究
や
指
導
を

行
っ
た
が
、
１
９
６
１
年
に
そ
の
分

野
は
、
意
匠
、
工
作
、
機
械
、
塗
装
へ

と
整
理
さ
れ
て
い
く
。

指
導
所
で
は
65
年
ご
ろ
ま
で
、
県

産
木
材
の
強
度
、
乾
燥
、
異
素
材
接

着
、
塗
装
特
性
な
ど
に
関
す
る
基
本

試
験
の
ほ
か
、家
具
、建
具
、ス
キ
ー
、

小
木
工
品
と
い
っ
た
木
製
品
の
意
匠

設
計
や
開
発
を
行
っ
た
。
ま
た
、
生

産
性
や
精
度
の
向
上
、
作
業
時
間
の

短
縮
を
目
指
し
、
新
規
機
械
の
導
入

と
機
械
加
工
技
術
の
開
発
を
行
っ
た
。

並
行
し
て
意
匠
の
考
案
、
設
計
、
試

作
も
多
数
行
い
、
平
成
の
中
ご
ろ
ま

で
に
は
、
膨
大
な
木
工
品
の
図
面
が

残
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
も
と
に
、
県
内

各
地
で
デ
ザ
イ
ン
、
加
工
、
塗
装
な

ど
の
講
習
会
を
開
催
し
、
技
術
や
情

報
を
普
及
し
た
。
58
年
ご
ろ
に
は
県

内
の
家
具
建
具
企
業
数
は
６
０
０
に

及
ぶ
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
い
っ

た
講
習
会
や
訪
問
指
導
は
２
０
０
３

（
平
成
15
）年
の
組
織
改
編
ま
で
続
け

ら
れ
た
。

１
９
５
０
年
代
後
半
の
県
内
で
は

「
県
木
工
祭
」「
郷
土
物
産
新
作
展
」

「
青
森
県
産
業
振
興
展
」な
ど
の
展

示
会
が
毎
年
開
催
さ
れ
た
。
各
企
業

が
技
術
を
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
、
い
よ
い
よ

全
国
へ
と
一
歩
を
踏
み
出
す
。

61
年
、
東
京
の
三
越
デ
パ
ー
ト
で

「
青
森
県
の
産
業
と
観
光
展
」が
開

催
さ
れ
、
家
具
も
展
示
さ
れ
た
。
問

屋
等
か
ら
意
外
性
と
と
も
に
称
賛
さ

れ
た
と
の
記
述
が
残
っ
て
い
る
。
同

時
に
、
消
費
地
に
お
け
る
競
争
の
激

化
と
量
産
の
必
要
性
も
言
わ
れ
て
お

り
、
高
度
経
済
成
長
時
代
の
家
具
産

地
の
競
争
の
激
化
を
う
か
が
わ
せ
て

い
る
。

62
年
の
第
９
回
全
国
試
験
所
作
品

展
で
は
62
の
試
験
研
究
機
関
か
ら
出

展
さ
れ
た
家
具
関
係
１
０
０
点
余
り

の
中
で
、
指
導
所
の
食
器
棚
は
最
高

の
評
を
得
た
と
あ
る
。「
青
森
県
の

家
具
は
上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
、
今
後
の
発
展
に
大
い
に
期
待
す

る
」と
、
三
越
製
作
所
の
常
務
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
、
指
導
所
の
役
割
の

重
要
性
と
青
森
の
家
具
へ
の
期
待
が

高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（	
地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

舘
山
大
、
伊
藤
健
）

講習会の様子（1963年頃） 木工指導所の木材乾燥室
（昭和20年代中頃）



第17回 木材加工㊥　青森ヒバを徹底研究

１
９
６
６（
昭
和
41
）年
、「
青
森

ヒ
バ
」は
県
民
投
票
を
経
て
、「
青
森

県
の
木
」に
選
定
さ
れ
た
。「
木
曽

ヒ
ノ
キ
」「
天
然
秋
田
ス
ギ
」と
並
ん

で
日
本
三
大
美
林
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
、
緻
密
で
美
し
い
木
目
は
良
質
の

化
粧
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
耐
朽
力
が
あ
り
、
針
葉
樹
と

し
て
は
比
較
的
堅
い
た
め
、
東
北
森

林
管
理
局
に
よ
る
と
、
古
く
か
ら
中

尊
寺
金
色
堂
な
ど
の
重
要
建
築
用
材

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
建
築
材

と
し
て
の
活
用
に
加
え
、
本
県
で
は

家
具
や
工
芸
な
ど
へ
の
高
度
利
用
が

地
場
産
業
発
展
に
な
る
と
考
え
、
そ

の
開
発
が
望
ま
れ
て
い
た
。

木
工
指
導
所
の
研
究
報
告
で
初
め

て「
青
森
ヒ
バ
」が
登
場
す
る
の
は

60
年
に
遡

さ
か
の
ぼる
。

50
年
代
後
半
、
通
商
産
業
省
は
全

国
の
産
地
か
ら
伝
統
的
な
手
工
芸
品

を
発
掘
し
海
外
に
発
信
す
る「
日
本

手
工
芸
品
対
米
輸
出
推
進
計
画
」に

乗
り
出
す
。
そ
の
対
象
候
補
品
の
選

定
会
が
59
年
、
弘
前
市
で
開
か
れ
、

金
木
町（
現
五
所
川
原
市
）で
農
閑

期
の
副
業
と
し
て
製
作
さ
れ
た
青
森

ヒ
バ
の
曲ま

げ

物も
の

製
品（
丹
場
曲
物
工
芸

社
製
）が
出
品
さ
れ
た
。
材
料
や
加

工
技
術
が
注
目
さ
れ
た
が
、
デ
ザ
イ

ン
、
寸
法
、
用
途
お
よ
び
企
業
化
の

点
に
研
究
の
余
地
が
あ
り
、
指
導
所

が
デ
ザ
イ
ン
や
量
産
化
、
企
業
化
の

技
術
指
導
を
65
年
ま
で
実
施
し
た
。

商
品
化
さ
れ
た
指
導
製
品
は
、
69
年

度
に「
丸
盆
３
点
、
ボ
ー
ル
セ
ッ
ト

１
式
」が
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受

賞
。
農
家
の
副
業
を
企
業
化
し
外
部

評
価
で
受
賞
す
る
ま
で
支
援
し
た
当

時
の
研
究
員
の
力
量
が
う
か
が
え

る
。ま

た
、「
機
器
に
よ
る
作
業
の
合

理
化
研
究
」「
ヒ
バ
材
の
天
然
乾
燥

試
験
」「
ヒ
バ
材
の
適
正
塗
料
と
塗

装
基
準
に
つ
い
て
」な
ど
、
工
芸
的

利
用
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
と

技
術
開
発
を
行
っ
た
。
県
内
に
な
か

っ
た
化
粧
合
板
製
造
設
備
の
設
置
を

支
援
し
、
材
料
、
製
材
、
合
板
、
加
工

を
一
貫
し
て
商
品
化
で
き
る「
青
森

ヒ
バ
家
具
産
地
」の
形
成
を
実
現
し

た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
実
績
で
あ
る
。

製
品
開
発
、
技
術
開
発
、
企
業
化
、

ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
多
様
な
研
究
成
果

を
総
合
的
に
活
用
し
た
の
が
１
９
８

６
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
木
製
サ
ッ

シ
の
研
究
開
発
」で
あ
る
。
こ
の
研

究
は
、
高
品
質
住
宅
の
需
要
と
寒
冷

地
向
け
住
宅
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
を
受
け
、「
耐
朽
、
耐
湿
、
耐
蟻
性

と
高
い
断
熱
性
能
」と
い
う
青
森
ヒ

バ
の
特
性
を
生
か
し
た
木
製
サ
ッ
シ

の
研
究
を
業
界
と
と
も
に
行
っ
た
。

10
社
が
青
森
ヒ
バ
の
木
製
サ
ッ
シ
を

実
用
化
し
、
公
共
の
建
物
４
棟
に
サ

ッ
シ
１
１
８
枚
が
採
用
さ
れ
た
。
住

宅
企
業
は
３
社
に
納
入
実
績
が
あ
っ

た
。木

工
指
導
所
は
、
戦
後
の
復
興
を

支
援
す
る
木
材
加
工
技
術
開
発
か
ら

始
ま
り
、
青
森
ヒ
バ
の
活
用
研
究
、

企
業
化
支
援
、
産
業
化
を
実
現
し
、

本
県
木
工
産
業
の
育
成
に
寄
与
し
て

き
た
。
そ
の
後
、
88
年
に
再
び
工
業

試
験
場
に
統
合
さ
れ「
工
業
試
験
場

青
森
木
工
分
場
」と
な
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

工
藤
洋
司
、
伊
藤
健
）

丹場曲物工芸社への青森ヒバの曲物製品に
関する意匠研究（1968年）

木製サッシの開発研究「自然環境試験」
（1986年）



第18回 木材加工㊦　玩具開発に活路求め

１
９
８
８（
昭
和
63
）年
の
組
織

再
編
で
、
木
工
指
導
所
は「
工
業
試

験
場
青
森
木
工
分
場
」と
な
り
、
加

工
技
術
課
と
デ
ザ
イ
ン
課
の
２
課
で

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
主
な

研
究
テ
ー
マ
は「
寒
冷
地
に
お
け
る

塗
装
技
術
の
改
善
」「
ス
ギ
材
の
高

度
利
用
」や
、「
県
産
材
に
よ
る
商
品

開
発
」「
組
子
技
術
を
利
用
し
た
生

活
用
品
の
デ
ザ
イ
ン
」な
ど
で
あ
る
。

木
工
業
界
の
年
間
生
産
額
は
、
バ
ブ

ル
景
気
の
追
い
風
を
受
け
91
年
に
過

去
最
高
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
は
全

国
的
に
家
具
消
費
支
出
額
が
減
少

し
、
２
０
０
９
年
に
は
３
分
の
１
ま

で
落
ち
込
ん
だ
。
公
共
建
築
物
に
耐

火
性
が
求
め
ら
れ
、
戦
後
復
興
の
大

量
伐
採
に
よ
る
森
林
資
源
の
枯
渇
な

ど
も
あ
り
、
国
が
率
先
し
て
建
築
物

の
非
木
造
化
を
進
め
た
こ
と
が
背
景

に
あ
っ
た
。
木
工
産
業
へ
の
新
た
な

支
援
と
し
て
実
施
し
た
の
が
、
小
木

工（
玩
具
）の
自
社
製
品
開
発
で
あ

る
。当

時
の
県
内
木
工
業
界
は
、
大
家

具
建
具
を
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
受
注

し
て
製
作
す
る
企
業
が
多
く
、
自
社

製
品
を
手
掛
け
る
企
業
は
少
な
か
っ

た
。
市
場
が
縮
小
し
、
新
た
な
顧
客

開
拓
へ
自
社
製
品
が
望
ま
れ
る
中
、

１
９
９
９
年
、
木
製
玩
具
の
開
発
を

支
援
す
る
研
究
を
開
始
す
る
。
児
童

施
設
や
玩
具
店
の
調
査
か
ら
始
め
、

玩
具
11
種
を
試
作
、
う
ち
２
種
は
実

用
新
案
権
を
取
得
し
た
。
２
０
０
５

年
に
は「
木
工
芸
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
玩
具
開
発
」を
開
始
し
、
あ

お
も
り
木
製
玩
具
研
究
会（
７
社
）

と
共
同
で
開
発
と
市
場
化
を
目
的
と

す
る
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

県
内
外
の
有
識
者
を
招
い
て
玩
具

開
発
と
市
場
を
獲
得
す
る
手
法
の
実

践
に
取
り
組
み
、
40
種
の
商
品
化
に

結
び
つ
い
た
。
さ
ら
に
07
年
、
得
ら

れ
た
成
果
を
県
内
木
工
企
業
が
自
ら

Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
も
実
施
。
開
発
し
た

玩
具
を
体
験
で
き
る
企
画
の
ほ
か
、

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館（
東
京
・
新

宿
）の「
グ
ッ
ド
・
ト
イ
展
」で
広
報

イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
は

12
団
体
の
協
力
を
得
て
、
２
３
５
４

人
と
予
想
以
上
の
来
場
者
を
迎
え
、

多
数
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
効
果

を
大
い
に
発
揮
で
き
た
。

そ
の
後
、
研
究
会
は
東
京
お
も
ち

ゃ
美
術
館
の
内
装
請
負
を
皮
切
り

に
、
全
国
の
子
ど
も
施
設
の
施
工
を

手
掛
け
る
こ
と
と
な
る
。
当
初
は
小

木
工
の
製
品
開
発
に
対
す
る
県
内
関

係
者
の
反
応
は
薄
か
っ
た
が
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
ク
ラ
フ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

（
ジ
ェ
ト
ロ
主
催
）の
選
出
や
キ
ッ

ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
・
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
の
受
賞
な
ど
、
外
部
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
る
と
、
木
工
企
業
が
新
た

な
市
場
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、

積
極
的
な
自
社
商
品
開
発
に
つ
な
が

っ
て
い
っ
た
。

木
材
加
工
研
究
は
、
木
工
指
導
所

時
代
の「
必
需
品
」か
ら
現
在
の「
嗜し

好こ
う

品
」へ
と
変
化
し
て
き
た
。
木
工

部
門
は
漆
工
部
門
と
統
合
し
て
デ
ザ

イ
ン
推
進
室
と
な
り
、
木
工
芸
や
津

軽
塗
を
中
心
に
モ
ノ
づ
く
り
企
業
を

技
術
・
デ
ザ
イ
ン
面
で
支
援
し
て
い

る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

工
藤
洋
司
、
伊
藤
健
）

「木製玩具の開発に関する研究」試作品の
商品化（2007年）

あおもり木製玩具研究会による
東京おもちゃ美術館　施工（2008年）



第19回 ヒバ油　逆転の発想、厄介ものに光

青
森
ヒ
バ
は
県
内
の
高
級
家
具
や

津
軽
塗
の
木
地
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

き
た
が
、
か
つ
て
は
材
木
か
ら
染
み

出
る
ヤ
ニ
や
油（
樹
液
）が
悩
み
の
種

だ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
家
具
に
と
っ

て
は
シ
ミ
、
汚
れ
、
狂
い
の
要
因
と

な
り
、
津
軽
塗
に
は
木
地
の
狂
い
や

漆
の
不
乾
に
つ
な
が
る
大
敵
と
な
る

た
め
、
木
材
乾
燥
時
に
効
率
的
に
除

去
す
る
研
究
が
行
わ
れ
た
。

木
材
の
人
工
乾
燥
は
現
在
、
自
動

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
当
時
は
職
人

の
経
験
と
勘
に
頼
る
部
分
が
多
く
、

出
来
上
が
り
の
品
質
に
ば
ら
つ
き
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
１
９
８
５（
昭
和

60
）年
、
漆
工
課
技
師
の
岡
部
敏
弘

は
当
時
出
た
ば
か
り
の
マ
イ
ク
ロ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
、
漆
器
木
地

の
乾
燥
を
全
自
動
で
行
う
シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
着
手
し
た
。

こ
の
ヤ
ニ
抜
き
の
研
究
の
過
程
で
、

ヒ
バ
材
か
ら
青
森
ヒ
バ
特
有
の
香
り

が
淡
黄
色
透
明
油
と
し
て
抽
出
で
き

る
こ
と
、
そ
の
油
に
幅
広
い
菌
類
の

発
育
を
抑
制
す
る「
ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー

ル
」と
い
う
抗
菌
物
質
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
、
蚊
な
ど
に
対
す
る
防
虫

性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ

に
着
目
し
た
岡
部
は
、
逆
転
の
発
想

で
ヒ
バ
油
を
活
用
し
、
商
品
化
で
き

な
い
か
と
考
え
た
。
こ
れ
に
醸
造
課

技
師
の
齋
藤
幸
司
、
総
括
主
任
研
究

員
の
大
友
良
光
が
興
味
を
持
ち
、
ヒ

バ
油
の
量
産
化
や
活
用
に
関
す
る
研

究
開
発
を
、
休
日
返
上
で
課
外
勉
強

会
の
よ
う
な
形
で
進
め
た
。

は
じ
め
は
フ
ラ
ス
コ
に
オ
ガ
ク
ズ

を
詰
め
込
み
、
蒸
気
で
熱
し
て
ヒ
バ

油
を
抽
出
す
る
簡
易
な
装
置
で
、「
ヒ

バ
油
の
一
滴
は
血
の
一
滴
！
」と
水

面
に
わ
ず
か
に
浮
い
た
油
滴
を
か
き

集
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
ヒ
バ
油
が

マ
ス
コ
ミ
に
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
的
に
注
目

を
集
め
た
こ
と
か
ら
88
年
、「
ヒ
バ

油
開
発
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」が
立
ち
上
が
り
、
量
産
化
の
研

究
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

改
良
を
繰
り
返
し
て
実
用
化
し
た
大

型
の
水
蒸
気
蒸
留
装
置
の
技
術
は
、

ヒ
バ
油
製
造
を
熱
望
す
る
企
業
に
無

償
で
提
供
さ
れ
た
こ
と
で
一
気
に
生

産
体
制
が
整
い
、
全
国
か
ら
の
多
く

の
需
要
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
時
の
望
月
好
夫
場
長
は「
ヒ
バ

ト
リ
オ
の
強
い
信
念
か
ら
生
ま
れ
る

持
続
的
意
欲
、
そ
の
熱
意
の
程
度
が

並
外
れ
て
い
る
と
い
う
、
開
発
事
業

に
と
っ
て
不
可
欠
の
姿
勢
こ
そ
が
原

動
力
と
な
っ
た
」と
評
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
役
割
は
い
っ
た
ん
終
了
し
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の「
樹
木
抽
出

成
分
開
発
指
導
チ
ー
ム
」と
し
て
漆

工
部
の
業
務
と
兼
務
で
ヒ
バ
油
等
の

木
材
抽
出
成
分
に
関
す
る
製
品
化
を

支
援
し
た
。

現
在
、
ヒ
バ
油
を
用
い
た
ス
キ
ン

ケ
ア
・
ヘ
ア
ケ
ア
商
品
が
全
国
で
販

売
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
は
、

ヒ
バ
油
の
生
産
者
で
結
成
さ
れ
た
県

ヒ
バ
油
研
究
協
議
会
が
手
掛
け
た
せ

っ
け
ん
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン
ス
で

あ
り
、
ヒ
バ
油
開
発
研
究
は
本
県
に

お
け
る
美
容
健
康
製
品
開
発
支
援
の

先
駆
け
と
な
っ
た
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

齋
藤
幸
司
、
小
松
勇
）

県ヒバ油協議会が共同完売した最初のヒバ油せっけん。30年
以上、中身もパッケージも変わらないロングセラー商品もある

1988年ごろに完成した
量産型ヒバ油抽出装置



第20回 窯業研究㊤　陶器から土管まで幅広く

窯
業
と
は
、
窯
や
炉
を
用
い
て
土

や
石
と
い
っ
た
非
金
属
原
料
を
高
温

処
理
し
、
陶
磁
器
や
セ
メ
ン
ト
、
ガ

ラ
ス
、
煉れ

ん

瓦が

な
ど
を
製
造
す
る
工
業

で
あ
る
。

昭
和
の
初
め
、
県
産
陶
器
の
製
造

方
法
は
素
焼
き
が
主
で
、
高
温
度
で

焼
成
で
き
る
本
焼
き
窯
を
使
用
す
る

企
業
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
１
９
３

４（
昭
和
９
）年
に
優
良
耐
火
粘
土

の
鉱
床
が
県
内
で
発
見
さ
れ
、
原
材

料
を
県
外
に
移
出
す
る
だ
け
で
な
く

産
業
を
創
出
す
る
機
運
が
高
ま
っ

た
。
県
で
は
工
業
試
験
場
に
80
坪
余

の
新
工
場
を
建
築
。
国
画
展
の
常
連

作
家
・
鹿
嶋
吉
十
郎
氏
ら
を
招し

ょ
う

聘へ
い

し
、

36
年
に
窯
業
部
を
設
置
し
た
。

開
設
後
す
ぐ
に
県
産
原
料
を
用
い

て
陶
器
用
の
土
と
釉ゆ

う

薬や
く

の
調
合
試
験

を
行
っ
た
ほ
か
、
設
立
初
年
度
に
も

か
か
わ
ら
ず
試
作
品
１
万
６
３
０
１

個
を
県
内
の
展
示
会
や
試
売
会
に
出

品
し
、
一
般
顧
客
の
好
評
を
得
た
と

の
記
録
が
あ
る
。

ま
た
、
弘
前
市
に
置
か
れ
た
第
八

師
団
に
在
任
さ
れ
て
い
た
秩
父
宮
殿

下
に
、
県
知
事
の
命
で「
津
軽
焼
」の

花
瓶
を
献
上
す
る
な
ど
、
精
力
的
に

業
務
を
進
め
た
。
津
軽
焼
は
窯
業
部

が
設
置
さ
れ
た
際
、
地
場
産
業
振
興

の
一
環
で
生
み
出
さ
れ
、
弘
前
市
悪

戸
地
区
の「
悪
戸
焼
」の
復
興
を
目

指
し
た
と
も
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
窯
業
部
は
陶
器
類
の
製

造
設
備
を
整
備
し
な
が
ら
、
原
材
料

の
研
究
や
新
規
商
品
の
開
発
、
陶
器

の
大
量
生
産
に
取
り
組
ん
だ
。
一
般

家
庭
用
の
陶
器
は
県
内
業
者
に
よ
り

販
売
さ
れ
、
研
究
中
の
高
級
試
作
品

は
東
京
府
や
県
内
デ
パ
ー
ト
に
陳
列

し
て
、
県
産
陶
器
の
普
及
と
商
品
化

を
図
っ
た
。

窯
業
部
新
設
の
効
果
は
徐
々
に
現

れ
、
県
内
の
陶
器
製
造
業
者
の
認
知

度
は
向
上
し
、
活
況
に
向
か
い
つ
つ

あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
争
の
影
響
に

よ
る
石
炭
の
統
制
、
原
材
料
の
入
手

難
、
陶
業
企
業
の
従
事
者
減
少
に
よ

り
、
県
内
陶
業
者
の
経
営
は
厳
し
さ

を
増
し
、
本
県
に
豊
富
に
あ
る
陶
土

石
や
釉
薬
に
よ
っ
て
さ
ら
に
差
別
化

し
た
商
品
開
発
が
急
務
と
な
っ
た
。

試
験
場
が
生
産
し
た
陶
器
の
陶
業

者
へ
の
払
い
下
げ
や
受
託
製
造
が
急

増
し
繁
忙
を
極
め
る
中
、
県
内
各
地

の
陶
土
石
資
源
の
分
析
調
査
が
行
わ

れ
た
。
こ
こ
で
見
い
だ
さ
れ
た
品
質

優
良
で
保
温
耐
久
性
に
優
れ
た
珪け

い

藻そ
う

土
の
普
及
に
よ
り
、
42
年
に
弘
前
、

青
森
、
八
戸
、
西
郡
赤
石
の
数
カ
所

に
製
造
工
場
が
新
設
さ
れ
た
。
軍
需

や
農
地
開
拓
な
ど
を
背
景
に
、
そ
の

珪
藻
土
を
利
用
し
た
排
水
土
管
・
煉

瓦
・
瓦
・
粗
陶
器
類
の
生
産
も
始
ま

り
、
窯
業
部
は
こ
れ
ら
の
原
料
や
生

産
資
材
の
調
査
、
試
験
、
試
作
、
技

術
指
導
が
主
な
業
務
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
金
属
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
の
普
及
に
伴
い
、
煉
瓦
や
瓦
等

の
需
要
は
徐
々
に
減
少
し
た
。
窯
業

部
で
は
引
き
続
き
県
内
各
地
の
地
質

調
査
を
進
め
、
優
良
な
窯
業
資
源
の

探
索
を
行
っ
て
い
た
が
、
県
で
目
標

と
し
て
い
た
一
大
産
業
の
創
出
に
は

至
ら
ず
、
54
年
度
当
初
に
窯
業
部
は

一
時
業
務
中
止
の
指
示
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

齋
藤
知
明
、
小
松
勇
）

初期の窯業部（1936年頃） 弘前公園で行われた即売展示場と試験場の
職員（1950年代初頭）



第21回 窯業研究㊦　「クリストバライト」に活路

高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
１
９

５
７（
昭
和
32
）年
度
に
窯
業
部
の

業
務
が
再
開
し
た
。
こ
の
時
期
は
、

火
力
発
電
所
の
捨
て
灰
を
利
活
用
し

た
建
築
資
材
開
発
の
研
究
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

63
年
に
窯
業
課
と
改
称
。
こ
の
頃

を
境
に
、
建
材
の
研
究
が
増
加
し
て

い
く
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
や
耐

寒
タ
イ
ル
の
試
作
、
耐
火
軽
量
建
材

の
製
造
に
関
す
る
研
究
、
鉱こ

う

滓さ
い

や
石

灰
質
廃
棄
物
の
利
用
に
関
す
る
研
究

な
ど
を
実
施
。
砕
石
廃
泥
を
活
用
し

た
焼
成
積
み
ブ
ロ
ッ
ク
の
製
造
技
術

開
発
は
、
企
業
化
に
至
っ
て
い
る
。

65
年
ご
ろ
か
ら
建
築
や
土
木
施
工

法
が
急
激
に
変
化
し
、
窯
業
建
材
が

各
方
面
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
骨
材
に
関
す

る
技
術
指
導
や
企
業
か
ら
の
依
頼
試

験
も
増
え
、
陶
磁
器
、
煉れ

ん

瓦が

な
ど
に

加
え
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
係
の
工
場

も
支
援
対
象
と
な
っ
た
。

74
年
ご
ろ
か
ら
日
本
経
済
は
低
成

長
に
移
り
、
建
設
需
要
は
大
き
く
減

少
し
た
。
県
内
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
砕
石
製
造
業
者
は
、
コ
ス
ト
削
減

と
生
産
性
向
上
で
企
業
体
質
の
強
化

改
善
に
努
め
る
一
方
、
高
付
加
価
値

商
品
の
開
発
、
未
利
用
資
源
の
活
用

な
ど
を
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

だ
。82

年
に
は
窯
業
建
材
課
に
改
称

し
、未
利
用
資
源
の
調
査
活
用
研
究
、

廃
棄
物
等
の
利
用
に
よ
る
窯
業
建
材

の
試
作
、
新
原
料
に
よ
る
新
作
陶
器

の
開
発
指
導
を
継
続
し
た
。

特
筆
さ
れ
る
の
は
、
下
北
地
方
に

大
量
に
埋
蔵
す
る
鉱
物「
ク
リ
ス
ト

バ
ラ
イ
ト
」に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

研
究
は
84
年
か
ら
14
年
間
に
わ
た

り
、
85
年
か
ら
は
工
業
試
験
場
が
中

心
と
な
っ
て
国
立
の
研
究
所
や
複
数

の
企
業
等
の
産
学
官
共
同
で
実
施
。

小
さ
な
穴
を
多
く
持
つ
構
造
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
物
質
を
吸
着
し
や
す
い
性

質
か
ら
、
鮮
度
保
持
や
水
の
浄
化
、

吸
着
材
と
し
て
有
望
と
の
結
論
を
得

た
。
断
熱
材
と
し
て
も
将
来
性
が
あ

る
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
成
果
は
企
業

に
よ
る
製
品
化
や
工
場
立
地
に
つ
な

が
っ
た
。

90
年
に
は
分
析
課
と
合
併
し
、
窯

業
・
化
学
部
と
な
っ
た
。
自
然
環
境

保
全
と
産
業
廃
棄
物
の
低
減
、
有
効

利
用
が
求
め
ら
れ
る
中
、
95
年
か
ら

ホ
タ
テ
貝
殻
や
金
属
精
錬
ス
ラ
グ
、

リ
ン
ゴ
搾
汁
残
さ
等
の
産
業
廃
棄
物

を
釉ゆ

う

薬や
く

や
吸
着
材
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

原
料
等
に
活
用
す
る
研
究
を
実
施
。

ホ
タ
テ
貝
殻
に
つ
い
て
は
、
機
能
性

タ
イ
ル
と
し
て
製
品
化
さ
れ
た
。

昭
和
後
期
か
ら
年
間
２
千
～
４
千

項
目
に
及
ぶ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮
強

度
等
の
依
頼
試
験
に
対
応
し
、
陶
器

製
造
技
術
修
得
の
た
め
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
る
な
ど
、
県
内
産
業
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
窯
業
部

だ
が
、
２
０
０
２
年
度
に「
窯
業
」専

門
の
部
署
は
廃
止
さ
れ
る
。
廃
棄
物

等
の
活
用
や
高
分
子
材
料
の
研
究
は

青
森
県
工
業
総
合
研
究
所
の
担
当
と

な
り
、
弘
前
工
業
研
究
所
で
は
業
界

ニ
ー
ズ
の
高
い
依
頼
試
験
の
一
部
に

現
在
も
対
応
し
て
い
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

齋
藤
知
明
、
小
松
勇
）

クリストバライトを使用した水の浄化材
（1990年代）

コンクリートの圧縮強度試験には
現在も対応している
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研
究
開
発
と
並
ぶ
研
究
所
の
重
要

業
務
に
、
官
公
庁
や
企
業
等
か
ら
依

頼
を
受
け
て
行
う「
依
頼
分
析
試

験
」が
あ
る
。
そ
の
担
当
部
署
と
し

て
１
９
５
１（
昭
和
26
）年
に
創
設

さ
れ
た
の
が「
分
析
部
」で
あ
る
。

世
の
中
が
戦
後
復
興
に
向
け
て
動

き
出
し
た
頃
で
、
そ
の
分
析
対
象
は

鉱
石
・
石
炭
・
油
・
用
廃
水
・
農
薬

・
肥
料
・
工
業
製
品
・
金
属
等
と
非

常
に
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
特
に
55
年

ご
ろ
ま
で
は
工
業
製
品
の
品
質
が
不

安
定
で
あ
っ
た
た
め
、
食
用
油
、
農

薬
、
化
成
肥
料
の
規
格
や
品
質
確
認

に
関
す
る
依
頼
件
数
が
全
体
の
約
半

数
を
占
め
た
。

高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
と
、
ダ

ム
建
設
、
開
田
な
ど
の
土
木
工
事
等

に
伴
っ
て
、
河
川
水
や
井
戸
水
、
工

場
や
鉱
山
の
廃
水
等
に
関
す
る
依
頼

が
増
加
し
た
。
特
に
59
～
60
年
の
目

屋
ダ
ム
建
設
時
の
岩
木
川
の
濁
化
や
、

58
年
の
川
内
湾
で
の
養
殖
ホ
タ
テ
死

滅
の
際
に
は
検
査
依
頼
が
３
倍
に
上

っ
た
。

そ
の
後
も
官
公
庁
等
か
ら
の
要
望

を
受
け
、
県
内
主
要
河
川
の
水
質
調

査
、
農
業
用
水
や
工
業
用
水
の
適
正

調
査
、
県
内
の
鉱
物
資
源
の
利
用
可

能
性
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

く
。こ

う
し
た
依
頼
分
析
試
験
業
務
や

調
査
業
務
と
並
行
し
て
、
鉱
工
業
の

現
場
か
ら
の
要
求
に
応
え
る
べ
く
、

化
学
分
析
技
術
の
向
上
と
経
験
の
蓄

積
を
目
的
と
し
た
研
究
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
。「
石
炭
中
の
水
分

や
硫
黄
成
分
等
の
分
析
法
」「
鉱
石
や

セ
メ
ン
ト
中
の
元
素
分
析
法
」「
水
中

の
微
量
元
素
の
同
時
定
量
法
」等
、

多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

大
き
な
成
果
の
一
つ
に
、「
ウ
ル

シ
オ
ー
ル
」に
関
す
る
新
し
い
定
量

方
法
の
開
発
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ウ
ル

シ
オ
ー
ル
は
津
軽
塗
等
に
用
い
ら
れ

る
漆
液
の
主
成
分
で
、
漆
液
中
の
含

有
量
は
漆
器
の
品
質
を
大
き
く
左
右

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
把
握
は
良
質

な
漆
器
生
産
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
従
来
の
分
析
法
は
水

分
、
油
分
、
有
機
酸
等
の
影
響
を
受

け
や
す
く
、
分
析
操
作
も
煩
雑
と
い

う
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
簡
便

か
つ
正
確
な
分
析
法
が
求
め
ら
れ
て

い
た
。

新
た
に
開
発
さ
れ
た
分
析
法
は
、

塩
化
鉄（
Ⅲ
）と
ウ
ル
シ
オ
ー
ル
と

を
反
応
さ
せ
た
時
に
生
じ
る
青
緑
色

の
発
色
反
応
を
利
用
し
た
も
の
で
、

水
分
等
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く

正
確
な
結
果
を
迅
速
に
得
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
県
内
外
で
広
く
用
い
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
化
学
分
析
を
通
じ

て
戦
後
の
県
内
産
業
振
興
に
貢
献
し

て
き
た
分
析
部（
62
年
度
に
分
析
課

に
変
更
）で
あ
っ
た
が
、
平
成
の
世

に
入
る
と
時
代
変
化
の
荒
波
に
も
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

齋
藤
幸
司
、
岩
間
直
子
）

電気炉を用いた鉱石中の金銀分析作業
（1955年前後の撮影とみられる）

分析部実験室の一般公開＝1954年
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１
９
９
０（
平
成
２
）年
度
の
組

織
改
革
で
、
分
析
課
は
窯
業
建
材
課

と
統
合
し
、
新
た
に
窯
業
・
化
学
部

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
材
料
開
発

を
得
意
と
し
た
窯
業
建
材
課
と
、
無

機
分
析
を
得
意
と
し
た
分
析
課
の
双

方
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
農
林
・

水
産
か
ら
鉱
工
業
ま
で
幅
広
く
、
環

境
保
全
や
廃
棄
物
の
問
題
に
取
り
込

ん
だ
。
廃
棄
物
の
中
に
は
特
定
の
元

素
を
多
く
含
む
も
の
が
あ
り
、
有
害

な
元
素
は
除
去
し
て
無
害
化
し
、
有

用
な
元
素
は
回
収
し
て
資
源
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
ケ
イ
酸
を
多
く
含
む

「
も
み
殻
」か
ら
建
材
な
ど
に
使
用
さ

れ
る
ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
製
造
す

る
方
法
や
、
都
市
鉱
山
と
い
わ
れ
る

電
子
基
板
か
ら
貴
金
属
を
回
収
す
る

技
術
の
開
発
な
ど
、
高
ま
る
環
境
意

識
に
応
え
た
試
験
研
究
に
取
り
組
む

中
、
一
つ
の
商
品
が
生
ま
れ
る
。

そ
れ
が「
ビ
ー
ズ
状
シ
ク
ロ
デ
キ

ス
ト
リ
ン
ポ
リ
マ
ー
」で
あ
る
。
オ

リ
ゴ
糖
の
一
つ「
シ
ク
ロ
デ
キ
ス
ト

リ
ン
」を
原
料
に
開
発
し
た
新
た
な

環
境
浄
化
剤
で
、
溶
液
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
や
ヨ
ウ
素
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル
等
を
選
択
的
に
捕
ま
え
る
性
質

を
有
し
て
い
た
。
そ
の
捕
捉
性
能
が

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
分
析
の
濃
縮
操
作

に
活
用
で
き
る
と
評
価
さ
れ
た
こ
と

で
県
内
企
業
に
よ
り
製
品
化
さ
れ
、

全
国
販
売
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

２
０
０
３
年
度
の
組
織
改
正
で
窯

業
・
化
学
部
は
廃
止
さ
れ
、
依
頼
分

析
や
試
験
業
務
は
技
術
普
及
部
と
し

て
継
続
と
な
っ
た
も
の
の
、
研
究
業

務
は
終
了
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）に
端
を
発
し
、
世

界
的
な
電
気
・
電
子
機
器
へ
の
有
害

金
属
の
使
用
規
制「
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ（
ロ
ー

ズ
）指
令
」騒
動
が
沸
き
起
こ
る
。

06
年
に
Ｅ
Ｕ
で
施
行
さ
れ
た
Ｒ
ｏ

Ｈ
Ｓ
指
令
は
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
電
子
機
器

等
の
輸
出
に
際
し
、
使
用
す
る
材
料

や
部
品
に
含
ま
れ
る
鉛
・
カ
ド
ミ
ウ

ム
等
の
有
害
金
属
が
基
準
値
以
下
で

あ
る
こ
と
の
証
明
を
求
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
分
析
方
法
は「
試
料

を
完
全
溶
解
し
て
測
る
こ
と
」が
条

件
で
あ
っ
た
た
め
、
分
析
現
場
で
は

通
常
の
方
法
で
は
溶
け
な
い
元
素
を

含
む
未
知
の
材
料
や
部
品
の
完
全
溶

解
に
苦
労
し
て
取
り
組
ん
だ
。

09
年
度
に
は
地
方
独
立
行
政
法
人

化
を
契
機
に
、
再
び
分
析
技
術
の
研

究
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ

分
析
で
悩
ま
さ
れ
た
課
題
だ
っ
た
、

ア
ン
チ
モ
ン
や
ガ
ラ
ス
繊
維
を
含
む

溶
解
が
難
し
い
樹
脂
製
品
の
分
解
方

法
と
、
高
感
度
で
元
素
分
析
が
で
き

る
Ｉ
Ｃ
Ｐ
発
光
分
光
分
析
装
置
で
の

定
量
方
法
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
こ
で
蓄
積
さ
れ
た
技
術
は
、
多
く

の
依
頼
分
析
や
、
農
林
水
産
物
中
の

元
素
を
迅
速
に
分
析
す
る
手
法
の
開

発
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

近
年
は
、
企
業
か
ら
の
要
望
が
多

い
食
品
の
機
能
性
成
分
分
析
に
取
り

組
み
、
総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ペ
ク

チ
ン
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
等
を
依
頼

分
析
項
目
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
時

代
に
即
応
し
た
企
業
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

齋
藤
幸
司
、
岩
間
直
子
）

ダイオキシン類を補足する
「ビーズ状シクロデキストリンポリマー」

高感度で元素を測定する
「ICP発光分光分析装置」
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弘
前
工
業
研
究
所
が
１
０
０
年
の

歴
史
の
中
で
時
代
の
要
請
に
応
え
て

き
た
分
野
に
、
県
産
農
林
水
産
物
の

健
康
機
能
や
有
効
成
分
に
関
す
る
研

究
が
あ
る
。
２
０
０
９
年
に
県
内
各

試
験
場
が
地
方
独
立
行
政
法
人
化
し

て
再
編
成
さ
れ
る
と
、
美
容
や
健
康

の
分
野
に
特
化
し
た「
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
研
究
部
」が
弘
前
工
業
研

究
所
に
新
た
に
設
置
さ
れ
、
よ
り
発

展
的
な
試
験
研
究
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
発
酵
や

工
芸
分
野
に
比
べ
る
と
新
し
い
部
署

だ
が
、県
内
の
産
学
官
金
が
連
携
し
、

「
美
容
と
健
康
」に
関
す
る
産
業
創

造
と
い
う
新
た
な
目
標
に
取
り
組
む

場
と
な
る
。

代
表
格
は
、
青
森
県
発
祥
の「
サ

ケ
鼻
軟
骨
由
来
プ
ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン

（
Ｐ
Ｇ
）」に
関
す
る
取
り
組
み
だ
等
。

肌
の
保
湿
や
膝
関
節
の
保
護
な
ど
に

効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
化

粧
品
や
食
品
へ
の
利
用
が
可
能
な
機

能
性
素
材
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
つ

て
は
１
㌘
３
千
万
円
と
高
価
だ
っ
た

が
、
弘
前
大
学
が
鮭
の
鼻
軟
骨
か
ら

低
コ
ス
ト
で
抽
出
す
る
技
術
を
開
発

し
た
こ
と
で
実
用
化
へ
の
道
が
開
け
、

03
年
に
は「
角
弘
」（
青
森
市
）が
量

産
化
に
成
功
す
る
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｇ

を
青
森
県
に
新
し
い
産
業
と
し
て
根

付
か
せ
る
に
は
、
知
名
度
の
低
さ
が

大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
10
年
、
Ｐ
Ｇ
を
利
用
し
た

化
粧
品
や
食
品
の
市
場
開
拓
を
目
的

に
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
創
生
事
業
が

立
ち
上
が
る
。
県
や
弘
大
、
多
く
の

県
内
企
業
が
参
画
す
る
巨
大
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
研
究
所
は
事
務
局
と

し
て
中
核
を
担
い
、
当
時
の
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部（
10
年
に
改
称
）

の
全
員
体
制
で
取
り
組
む
な
ど
、
事

業
の
推
進
に
貢
献
し
た
。
事
務
局
業

務
と
並
行
し
、
Ｐ
Ｇ
と
他
の
県
産
素

材
と
の
併
用
に
よ
る
機
能
性
や
物
性

等
へ
の
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

る
な
ど
、
昼
夜
を
問
わ
ず
研
究
と
実

証
の
日
々
が
続
い
た
。
大
学
や
企
業

の
協
力
に
よ
り
Ｐ
Ｇ
は
新
た
な
県
内

産
業
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
始
め

る
。13

年
に
は
Ｐ
Ｇ
産
業
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
た
後
継
事
業
が
始
ま

り
、
酸
や
ア
ル
カ
リ
、
酵
素
で
低
分

子
化
し
た
改
変
Ｐ
Ｇ
の
開
発
と
そ
の

機
能
性
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ

た
。
15
年
に
プ
ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン
室

と
改
称
し
、
Ｐ
Ｇ
の
利
活
用
支
援
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。
16
年
に
は

「
一
般
社
団
法
人
あ
お
も
り
Ｐ
Ｇ
推

進
協
議
会
」が
発
足
。「
あ
お
も
り

Ｐ
Ｇ
」は
国
内
や
海
外
９
か
国
で
商

標
登
録
さ
れ
、
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
化

が
図
ら
れ
た
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
で

県
内
に
新
し
い
産
業
を
興
せ
た
の
は
、

企
業
が
果
敢
に
挑
戦
し
努
力
を
続
け

た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ

の
土
台
に
は
、
１
０
０
年
も
の
間
、

産
業
界
を
支
え
て
き
た
研
究
所
の
人

脈
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
っ
た
。

19
年
、
プ
ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン
室
は

機
能
性
素
材
開
発
部
と
名
称
を
改

め
、
対
象
を
拡
大
し
て
新
た
な
県
産

機
能
性
素
材
の
探
索
に
関
す
る
研
究

を
進
め
て
い
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

川
嶋
草
平
、
五
十
嵐
恵
）

県内企業で開発されたPG配合商品改変したPGのしわ改善に関する
機能性の試験

「あおもりPG」
商標マーク（左上）



第25回 美容と健康㊦　異分野と連携、成果大きく

２
０
０
９
年
に
県
内
各
所
の
試
験

機
関
が
地
方
独
立
行
政
法
人
と
し
て

再
編
成
さ
れ
、
異
分
野
、
他
部
門
と

の
繋
が
り
が
強
化
さ
れ
た
。
新
設
さ

れ
た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
部

（
19
年
に
機
能
性
素
材
開
発
部
に
改

称
）も
農
林
部
門
と
連
携
し
、
り
ん

ご
研
究
所（
黒
石
市
）と
の
リ
ン
ゴ

活
用
美
容
製
品
開
発
や
、
野
菜
研
究

所（
六
戸
町
）と
の
ヤ
マ
ノ
イ
モ
新

品
種
活
用
商
品
開
発
な
ど
、
様
々
な

事
業
を
進
め
た
。

他
分
野
と
の
連
携
で
は「
お
酒
」と

「
化
粧
品
」の
研
究
者
が
協
力
し
て

成
果
の
幅
を
広
げ
た
例
が
あ
る
。
岩

木
山
の
裾
野
に
観
光
資
源
と
し
て
植

樹
さ
れ
た
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、
ネ

ッ
ク
レ
ス
ロ
ー
ド
の
名
で
県
民
や
観

光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
弘
前
工

業
研
究
所
は
04
年
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
有
効
活
用
に
向
け
、
花
や
葉
な

ど
を
用
い
た
研
究
に
着
手
し
た
。
そ

の
こ
ろ
、
酒
類
の
研
究
を
担
当
し
て

い
た
当
時
の
齋
藤
知
明
研
究
管
理
員

が
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
実
を
見
て

「
こ
の
濃
い
赤
色
に
は
高
い
抗
酸
化

作
用
が
あ
る
に
違
い
な
い
」と
ひ
ら

め
く
。
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
で
知
ら
れ
る
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
な
ど
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
が
非
常
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
オ
オ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
実
か
ら
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

が
豊
富
な
エ
キ
ス
を
抽
出
し
、
そ
の

エ
キ
ス
を
使
用
し
た
リ
キ
ュ
ー
ル
を

08
年
に
六
花
酒
造（
弘
前
市
）と
共
同

で
開
発
、商
品
化
に
成
功
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
は
発
酵
分
野
の
成
果
だ

が
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
エ
キ
ス
は
こ

の
後
、
化
粧
品
原
料
と
し
て
の
活
用

が
見
い
だ
さ
れ
る
。
齋
藤
氏
か
ら
研

究
を
引
き
継
い
だ
当
時
の
岩
間
直
子

主
任
研
究
員
は
、
エ
キ
ス
の
抗
酸
化

力
に
つ
い
て
研
究
し
、
紫
外
線
を
受

け
た
肌
の
ケ
ア
な
ど
の
効
能
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
は
、
後

に
企
業
と
の
共
同
研
究
に
発
展
、
青

森
県
な
ら
で
は
の
化
粧
品
原
料
と
し

て
商
品
化
さ
れ
、
せ
っ
け
ん
等
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
部
は
、

か
つ
て
青
森
市
に
あ
り
遺
伝
子
関
連

の
研
究
を
行
っ
て
い
た
旧
グ
リ
ー
ン

バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
の
流
れ
も
く
ん
で

い
る
。
14
～
18
年
に
は
、
リ
ン
ゴ
の

果
実
形
質
や
病
害
抵
抗
性
に
関
し
、

育
種
の
現
場
で
利
用
で
き
る
簡
易
な

遺
伝
子
診
断
手
法
を
開
発
し
た
。
近

年
で
は「
リ
ン
ゴ
の
細
胞
を
人
工
的

に
培
養
し
て
機
能
性
素
材
を
生
産
す

る
研
究
」や
、
そ
れ
に
伴
う「
機
能
性

成
分
の
生
産
に
関
与
す
る
遺
伝
子
解

析
」な
ど
多
岐
に
わ
た
り
研
究
を
進

め
て
い
る
。
青
森
県
の
重
要
な
作
物

で
あ
る
リ
ン
ゴ
の
育
種
と
活
用
に
お

い
て
、
バ
イ
オ
の
視
点
か
ら
の
支
援

を
今
も
引
き
継
い
で
い
る
。

弘
前
工
業
研
究
所
は
、
県
内
産
業

の
振
興
を
一
番
の
目
的
に
掲
げ
る
公

設
試
験
場
と
い
う
立
場
に
あ
る
。
一

見
難
解
な
研
究
の
成
果
を
い
か
に
県

内
企
業
に
つ
な
げ
、
新
た
な
産
業
を

生
み
だ
し
て
い
く
か
。
こ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
こ
そ
が
、
弘
工
研
１
０
０
年
の
最

も
大
き
な
財
産
な
の
で
あ
る
。

（	

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

川
嶋
草
平
、
五
十
嵐
恵
）

エキスを配合したせっけんDNAマーカーを用いたリンゴの遺伝子診断。
バイオテクノロジー研究部が簡易手法の開発

に取り組んだ

オオヤマザクラ
エキス（写真左）



弘
前
工
業
研
究
所
は
現
在
、
技
術

支
援
部
、
発
酵
食
品
開
発
部
、
機
能

性
素
材
開
発
部
、
デ
ザ
イ
ン
推
進
室

の
体
制
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
青

森
県
の
資
源
を
活
用
し
た
食
品
や
酒

類
、
機
能
性
素
材
、
美
容
健
康
製
品
、

伝
統
工
芸
品
、
デ
ザ
イ
ン
と
多
岐
に

わ
た
る
研
究
を
進
め
て
お
り
、
商
品

企
画
か
ら
技
術
開
発
・
生
産
・
販
売

に
至
る
ま
で
、
段
階
に
合
わ
せ
た
支

援
が
可
能
で
あ
る
。

酒
類
の
研
究
例
を
挙
げ
る
と
、
多

様
化
す
る
消
費
者
の
嗜し

好こ
う

に
合
わ
せ

た
酒
造
り
の
一
つ
と
し
て
、
昔
な
が

ら
の
日
本
酒
の
製
法
で
あ
る
、
生き

酛も
と

造
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
製

法
は
複
雑
な
酸
味
や
コ
ク
を
生
み
、

濃の
う

醇じ
ゅ
ん

な
味
わ
い
を
特
長
と
す
る
が
、

製
造
に
長
期
間
を
要
し
、
管
理
が
難

し
い
た
め
、
簡
易
で
よ
り
安
定
し
た

製
法
へ
の
改
良
を
目
指
し
て
い
る
。

機
能
性
素
材
で
は
、
農
産
物
、
山

野
草
、
海
藻
等
64
種
類
の
機
能
性
を

評
価
し
て「
県
産
素
材
機
能
性
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」と
し
て
公
開
、
利
用
促

進
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
食
品
な
ど
の
新
た
な
機
能
性
評

価
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
酸
化
ス
ト

レ
ス
の
原
因
物
質
で
あ
る
活
性
酸
素

を
消
去
す
る
能
力（
抗
酸
化
能
）を
、

具
体
的
な
数
値
で
示
す
試
験
も
実
施

し
て
い
る
。

伝
統
工
芸
で
は
、
食
器
や
家
具
の

既
存
の
市
場
が
縮
小
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
規
市
場
の
開
拓
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
津
軽
塗
技
法
を

用
い
た
建
築
内
装
材
を
企
業
と
共
同

で
開
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
食
品
産

業
の
新
分
野
を
成
長
さ
せ
る
た
め
、

県
産
農
水
産
物
を
産
地
で
冷
凍
す
る

優
位
性
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
、

高
品
質
な
冷
凍
食
品
の
技
術
開
発
を

県
や
企
業
と
連
携
し
て
行
っ
て
い

る
。こ

の
連
載
で
は
25
回
に
わ
た
っ

て
、弘
前
工
業
研
究
所
が
研
究
開
発
、

技
術
普
及
、
人
材
育
成
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
１
０
０
年
の
歴
史
を
紹
介
し

て
き
た
。
こ
の
１
０
０
年
の
間
に
社

会
や
産
業
は
大
き
く
変
化
し
た
が
、

現
在
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
働
き
方

の
変
化
に
伴
い
価
値
観
が
大
き
く
変

わ
る
と
と
も
に
、
企
業
の
競
争
環
境

も
変
化
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
社
会
が
変
動
し
、
未
来
を
予
測
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
公
設
試
験
研
究
機
関
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
し

っ
か
り
と
し
た
信
念
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
い
つ
の
時
代
も
中
心

に
あ
っ
た
の
は「
青
森
県
の
産
業
振

興
の
た
め
」と
い
う
使
命
で
あ
り
、

未
来
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
も
の
で

あ
る
。

「
百
年
の
歴
史
が
未
来
を
創
る
」。

創
立
１
０
０
年
を
記
念
し
て
制
作
し

た
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
表
す
通

り
、
先
人
た
ち
が
県
民
と
築
き
上
げ

て
き
た
技
術
開
発
・
普
及
、
産
業
支

援
な
ど
の
歴
史
は
、
研
究
所
の
価
値

で
あ
り
強
み
で
あ
る
。
こ
れ
を
礎
と

し
、
未
来
を
見
据
え
、
こ
れ
か
ら
も

常
に
地
域
産
業
の
振
興
、
地
域
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
取
り
組
む
研

究
所
と
し
て
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ど
ん
な
社
会
や
未
来
を
実
現
す
る

た
め
の
研
究
な
の
か
、
研
究
員
が
思

い
を
巡
ら
せ
、
挑
戦
し
続
け
る
そ
の

先
に
、
次
の
１
０
０
年
が
あ
る
。

（	
地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
弘
前
工
業
研
究
所

横
澤
幸
仁
）

	

＝
終
わ
り
＝

創立100周年記念誌。歩みと功績を
ふんだんな写真とともに紹介している

７月８～30日に開催した
100周年記念展の会場

次の100年　地域産業振興へ　挑戦続く第26回
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達に取材し、思いを記録しておくべきだったと。

弘前工業研究所創立100周年記念事業実行委員会　会長　九戸眞樹

私が新採用で工業試験場に配属になったのが平成２年でした。その32年後の100周年に所
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めた。なぜかこれまで研究所の歴史を綴った記念誌は一切発刊されていない。九戸実行委員
会長からは「新聞連載もやんねば」と指示をいただいた。広く県民に研究所の軌跡を伝え、記
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編　集　後　記
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